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平
戸
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ
ク
ス
の
日
記
が
、
近
世
初
期

の
日
英
交
渉
史
の
基
礎
史
料
で
あ
る
と
と
も
に
、
日
本
の
政
治
・
経
済
・
社

会
・
風
俗
等
の
重
要
史
料
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。

原
本
は
大
英
博
物
館
が
所
蔵
し
、
一
八
八
一
一
一
年
に
国
禺
旨
胃
の
①
風
の
の
に

収
録
さ
れ
て
刊
行
さ
れ
、
一
八
九
九
年
村
上
直
次
郎
博
士
が
更
に
補
訂
し
て

東
京
で
出
版
さ
れ
た
。
本
稿
は
村
上
本
に
よ
っ
た
。
原
本
及
び
刊
行
書
の
比

較
は
、
岩
生
成
一
教
授
に
よ
り
行
な
わ
れ
て
い
る
（
「
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ

ク
ス
日
記
に
つ
い
て
」
『
神
田
博
士
還
暦
記
念
書
誌
学
論
集
』
七
○
三
’
一

九
頁
、
昭
三
二
年
）
。

訳
本
は
、
古
く
中
里
左
太
郎
氏
が
「
江
戸
会
誌
」
第
二
冊
二
・
三
号
（
明

二
一
一
一
年
二
・
一
一
一
月
）
に
ご
く
一
部
を
訳
し
た
の
を
は
じ
め
と
し
、
「
大
日
本

史
料
」
一
二
編
に
も
関
係
事
項
を
抄
出
し
、
対
訳
し
て
い
る
。
近
年
皆
川
三

郎
教
授
が
抄
録
本
に
解
説
と
抄
訳
を
付
し
て
刊
行
さ
れ
（
篠
崎
書
林
、
昭
三

二
年
、
増
補
昭
四
三
年
刊
）
、
ま
た
「
長
崎
県
史
史
料
編
第
三
」
（
昭

四
一
年
刊
）
に
巻
頭
の
一
六
一
五
年
六
’
九
月
の
四
か
月
分
が
所
載
さ
れ
て

「
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ
ク
ス
日
記
」
試
訳
（
武
田
・
森
）

Ⅲ
ノ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ
ク
ス
曰
記
豆
三
・
二
三
員
６
．
号
試
訳

’
一
六
一
五
年
一
○
月
か
ら
一
二
月
ま
で
Ｉ

い
る
。コ
ッ
ク
ス
の
伝
記
的
考
察
は
岩
生
・
皆
川
両
教
授
の
論
考
に
詳
し
い
。

岩
生
教
授
が
今
年
度
法
政
大
学
大
学
院
博
士
課
程
で
の
演
習
で
本
日
記
を

取
り
上
げ
ら
れ
、
厳
密
な
指
導
を
受
け
る
に
あ
た
り
、
可
能
な
ら
全
訳
を
試

承
た
い
と
念
願
す
る
に
い
た
っ
た
が
、
浅
学
の
徒
と
し
て
は
、
そ
の
目
標
達

成
の
道
は
程
遠
い
こ
と
で
あ
る
。
つ
い
て
「
長
崎
県
史
」
の
分
を
つ
い
で
一

六
一
五
年
の
残
り
分
を
本
誌
に
発
表
し
、
し
か
る
べ
き
便
宜
に
も
あ
て
、
ま

た
諸
向
の
ご
指
導
を
仰
ぐ
所
存
で
あ
り
、
ご
教
示
を
お
待
ち
し
て
い
る
。

特
に
、
関
係
人
名
、
商
品
名
等
は
難
解
で
あ
り
ご
指
導
を
得
た
い
。

史
料
の
閲
覧
に
際
し
て
ご
厚
情
を
た
ま
わ
っ
た
松
浦
規
氏
・
松
浦
択
氏

・
松
浦
史
料
博
物
館
各
位
・
谷
村
勇
氏
・
長
崎
県
立
図
書
館
郷
士
資
料
室
各

位
、
郷
士
史
関
係
諸
般
に
つ
い
て
の
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
楢
崎
豊
市
猶
興

館
高
校
教
諭
、
語
学
面
で
の
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
岡
田
尚
法
政
大
学
教

授
・
三
浦
徳
弘
同
大
学
譜
、
火
砲
に
つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
い
た
有
馬
成
甫

氏
師
に
厚
く
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

一
三
九

武
田
万
里
子

森
睦
彦
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法
政
史
学
第
二
十
一
号

一六一五年一・月一日（霞璽一助同）癖搬助妨諜魚の一
（
１
）

（
３
）

種
を
一
皿
を
贈
ら
れ
た
。
藩
主
の
鍛
冶
の
家
が
下
男
の
不
始
末
か
ら
今
夜
火

を
出
し
た
が
、
す
ぐ
消
し
止
め
た
。
し
か
し
、
藩
主
の
命
に
よ
っ
て
そ
の
家

の
門
扉
は
閉
ざ
さ
れ
た
。
と
言
っ
て
も
戸
が
あ
い
て
い
る
か
い
な
い
か
は
問

題
で
は
な
か
っ
た
。
家
は
き
び
し
く
監
視
さ
れ
、
家
を
焼
い
た
連
中
は
流
刑

か
死
刑
に
処
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

午
後
、
藩
主
を
晩
餐
に
招
く
用
意
の
も
の
を
買
わ
せ
に
長
崎
へ
や
っ
た
船

（
４
）

が
戻
っ
て
き
て
、
言
い
つ
け
た
も
の
と
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
か
ら
私
へ
の
こ
と
づ

。
］
。
『
ぬ
の

け
の
砂
糖
づ
け
二
一
軍
を
持
ち
帰
っ
た
。
彼
の
妻
ス
ザ
ン
ナ
が
砂
糖
づ
け
－

（
５
）

の
巨
、
山
口
ロ
四

箱
、
梨
一
篭
、
無
花
果
一
篭
、
支
那
甲
必
丹
の
娘
あ
て
の
砂
糖
づ
け
の
小
箱

一
つ
を
送
っ
て
来
た
。
小
箱
は
彼
女
に
送
り
届
け
た
。
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
の
手
紙

（
６
）

は
長
崎
発
新
暦
一
○
月
九
日
付
で
、
そ
の
中
で
彼
は
、
ダ
ミ
ァ
ン
・
マ
リ
ソ

（
７
）
（
英
暦
九
月
一
一
九
日
）

□
四
目
】
目
昌
囚
『
旨

と
フ
ワ
ン
・
デ
・
リ
エ
パ
ナ
が
カ
ピ
タ
ン
・
ガ
ロ
ー
チ
ョ
に
捕
陰
え
ら
れ
て
い

る
と
報
告
脂
が
瀞
泊
篭
僻
信
用
で
き
る
話
だ
．

の
四
月
ｏ
９
．

一
○
月
二
日

船
大
工
の
ト
ー
マ
ス
。
デ
ー
ビ
ス
が
今
朝
夜
明
け
に
天
然
痘
で
息
が
詰
ま

目
彦
◎
日
口
の
ご
回
国
⑩

っ
て
死
ん
だ
。

（
９
）

（
、
）

（
ｕ
）
（
、
）

（
週
）

私
は
藩
主
と
そ
の
二
人
の
兄
弟
、
及
び
信
実
、
主
馬
殿
、
三
五
郎
様
、
内

匠
殿
、
主
膳
殿
、
そ
れ
に
藩
主
が
供
と
し
て
選
ん
だ
五
人
の
侍
た
ち
を
招
待

の
巨
碩
の
囚
ｐ
Ｃ
ｏ
ｐ
ｏ

し
た
。
彼
ら
は
日
本
式
の
午
餐
を
と
り
、
英
国
式
の
晩
餐
を
と
っ
た
。
藩
主

（
皿
）

と
晩
餐
を
と
っ
て
い
る
と
き
、
唐
津
侯
が
到
着
し
た
と
い
う
伝
言
ロ
が
届
い

た
。
そ
こ
で
彼
は
食
事
を
切
り
上
げ
、
上
陸
す
る
唐
津
侯
に
会
い
に
出
か
け

（
巧
）

（
咽
）

た
。
オ
ラ
ン
ダ
の
大
船
か
ら
侯
の
通
過
の
際
三
発
の
礼
砲
を
上
げ
、
小
船
は

上
陸
の
際
さ
ら
に
三
発
打
っ
た
。
そ
の
の
ち
唐
津
侯
は
到
着
し
た
こ
と
を
私

（
Ⅳ
）

に
伝
え
て
、
明
日
午
後
商
館
の
風
呂
に
入
り
に
来
る
と
言
っ
て
来
た
。

（
氾
）

ピ
ー
タ
ー
・
ウ
オ
ッ
デ
ン
が
夜
中
に
三
度
も
塀
を
乗
り
越
え
た
こ
と
が
わ

四
斤
の
『
ゴ
ロ
目
の
ロ

か
つ
た
の
で
、
彼
を
再
び
船
に
帰
し
た
。
彼
は
度
し
が
た
い
男
で
改
心
の
余

地
が
な
い
。

一
○
月
三
日

平
戸
侯
は
、
唐
津
侯
が
夕
食
に
来
る
こ
と
を
知
っ
て
、
鹿
一
頭
を
贈
っ
て

来
て
、
昨
日
の
ね
ん
ご
ろ
な
し
て
な
し
に
対
し
て
、
丁
寧
に
礼
を
言
っ
て
よ

こ
し
た
。
午
後
、
唐
津
侯
は
そ
の
言
葉
ど
お
り
商
館
に
や
っ
て
来
た
。
平
戸

侯
と
唐
津
の
重
臣
三
人
が
一
緒
だ
っ
た
。
私
は
一
同
を
満
足
の
ゆ
く
よ
う
に

出
来
る
だ
け
も
て
な
し
た
。
そ
の
あ
と
、
彼
ら
は
オ
ラ
ン
ダ
の
大
船
に
乗
り
、

陸
に
戻
っ
た
時
、
同
船
か
ら
礼
砲
六
発
、
小
船
か
ら
三
発
を
打
っ
た
。

夜
に
入
っ
て
、
落
度
の
あ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
の
船
員
二
人
が
船
か
ら
二
、

三
日
姿
を
消
し
て
い
る
た
め
探
索
願
い
が
出
さ
れ
た
。
う
ち
一
人
が
商
館
に

来
て
私
の
前
に
膝
を
折
り
、
許
さ
れ
る
よ
う
取
り
計
ら
っ
て
ほ
し
い
と
懇
願

（
⑬
）

し
た
の
で
、
私
は
指
揮
官
に
一
言
書
き
、
英
国
商
館
の
外
科
医
を
彼
に
つ
い

て
行
か
せ
た
。
彼
ら
が
出
て
行
く
や
い
な
や
も
う
一
人
の
オ
ラ
ン
ダ
人
が
連

れ
て
こ
ら
れ
、
同
様
に
私
の
好
意
に
す
が
ろ
う
と
し
た
。
し
か
し
私
が
手
紙

を
書
い
て
い
る
間
に
、
自
分
を
監
視
し
て
い
る
連
中
を
撒
き
、
そ
れ
か
ら
当

分
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。

唐
津
侯
か
ら
長
刀
二
振
と
刀
一
振
を
贈
ら
れ
、
ま
た
、
石
弓
か
ら
火
矢
を

発
射
す
る
と
こ
ろ
や
、
火
槍
術
を
見
た
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
れ
ら

は
侯
が
こ
れ
か
ら
訪
問
し
よ
う
と
し
て
い
る
領
地
か
ら
戻
っ
た
と
き
に
見
せ

て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
四
○
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轍
溌
川
朏
纈
脚
砿
北
獣
肌
噸
維
舳
Ⅱ
鮭
椰
駐
騨 （
型
）

のｏｐｏｍ８ご目飼のロ、の言四国のす『印蛎）○扁口目・円の、僅白○口の。］の０
衛
門
殿
、
庄
介
殿
、
オ
ト
ナ
ゲ
ン
殿
、
左
兵
衛
殿
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
奉

冒
目
、
冨
屡
。
。
（
・
露
。
…

行
丑
之
助
殿
や
、
藩
主
の
近
習
も
招
こ
う
と
思
っ
た
が
、
彼
ら
は
町
に
い
な

ご
⑩
声
の
百
口
の
ロ
ロ
の

か
つ
た
。一
○
月
五
日

（
〃
）

支
那
甲
必
丹
の
ア
ン
ド
レ
ァ
・
デ
ィ
テ
ィ
ス
が
五
島
か
ら
平
戸
へ
戻
り
、

錨
か
指
輪
を
持
ち
帰
っ
た
・
こ
れ
は
、
買
っ
た
時
の
価
が
五
ポ
ン
ド
の
も
の

で
中
国
の
官
官
へ
の
贈
り
物
に
し
よ
う
と
、
先
月
九
月
一
七
日
に
彼
に
渡
し

た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
重
要
な
人
物
が
二
人
こ
の
件
に
関
係
し
て
い
る

の
に
指
輪
を
一
一
個
用
意
し
な
か
っ
た
の
で
、
考
慮
の
上
、
四
本
の
カ
タ
ナ
す
な

わ
ち
日
本
の
剣
を
買
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｅ
一
本
ず
つ
贈
る
の
が
最
も
よ
い
と

「
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ
ク
ス
日
記
」
試
訳
（
武
田
・
森
）

一
○
月
四
日

唐
津
侯
は
け
さ
平
戸
を
た
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
の
大
船
か
ら
、
侯
が
通
過
す

る
際
三
発
の
礼
砲
を
打
ち
上
げ
た
。
（
卯
）

私
は
長
崎
発
九
月
三
○
日
付
で
エ
ド
モ
ン
ド
・
セ
イ
ヤ
ー
ズ
か
ら
手
紙
を

図
・
彗
緋
）

も
ら
っ
た
。
彼
は
そ
の
中
で
。
手
紙
と
贈
り
物
を
権
六
殿
に
手
渡
し
た
こ

と
、
権
六
殿
は
彼
に
二
日
ほ
ど
逗
留
す
る
よ
う
に
一
一
一
一
口
い
、
出
来
る
だ
け
努
力

し
て
我
々
の
役
に
立
つ
よ
う
に
し
よ
う
と
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
な
ど
を
書
い

て
よ
こ
し
た
。
そ
こ
で
手
紙
を
二
通
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド
ゥ
ロ
イ
ス
と
カ
ピ

タ
ン
・
ガ
ロ
ー
チ
ョ
と
に
出
し
た
。

二
侯
を
招
く
の
に
買
っ
た
品
物
の
余
り
が
あ
っ
た
の
で
、
友
人
た
ち
と
相

考
え
た
訳
で
あ
る
。
支
那
甲
必
丹
は
ま
た
贈
り
物
と
し
て
私
に
騨
香
の
袋
を

く
れ
た
。
こ
れ
は
未
知
の
シ
ナ
人
が
私
に
と
贈
っ
て
く
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
彼
は
、
我
交
の
シ
ナ
貿
易
の
企
て
は
よ
い
結
果
を
も
た
ら
す
に
相
違
な

い
と
請
け
合
っ
た
。
神
の
お
か
げ
で
あ
る
。

午
餐
に
招
い
た
侍
が
や
っ
て
来
た
。
人
数
は
八
人
で
前
に
見
え
る
通
り
で

（
羽
）

あ
る
。
午
餐
の
途
中
、
豊
後
様
の
養
子
（
平
戸
侯
の
末
弟
）
が
来
た
。
人
々

は
彼
を
招
じ
入
れ
、
そ
の
後
皆
が
満
足
し
て
帰
っ
た
。

権
之
助
殿
は
私
に
日
本
紙
一
○
束
を
贈
物
と
し
て
届
け
て
く
れ
た
。

一
○
月
六
日

我
戈
は
北
側
の
隣
人
の
鮒
肝
を
噺
０
○
匁
で
買
っ
た
・
彼
女
に
は
所
帯
を

：
：
⑩
き
…

移
動
さ
せ
た
が
、
我
念
は
二
五
○
匁
だ
け
支
払
え
ば
よ
い
こ
と
に
し
た
。
彼

女
は
借
金
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
そ
の
分
の
金
額
を
差
し
押
え
て
お
い
た

訳
で
あ
る
。
残
り
の
一
五
○
匁
は
、
彼
女
と
そ
の
子
を
菱
な
う
費
用
と
し
て

（
鋤
）

内
を
仁
与
え
た
。
ニ
ー
ル
ソ
ン
君
は
船
大
工
と
船
員
に
払
わ
せ
る
た
め
に
丁

二
の
巳
の
○
口

（
銅
）

銀
六
○
四
匁
を
船
の
書
役
に
渡
し
た
。
そ
し
て
川
内
浦
へ
石
灰
一
五
○
袋
を

送
っ
た
。

ま
た
シ
ナ
へ
贈
る
刀
を
四
振
買
う
た
め
、
と
い
う
よ
り
栫
え
を
ほ
ど
こ
す

（
雛
）

（
弱
）

た
め
、
支
那
甲
必
丹
に
四
○
レ
ァ
ル
渡
し
た
。
ま
た
彼
に
同
様
の
目
的
で
プ

用
・
函

勺
且
Ｉ

リ
ア
マ
ン
金
、
重
さ
四
匁
の
も
の
を
渡
し
た
。

四
日
§
ぬ
。
ｐ
屋

ま
た
ニ
ー
ル
ソ
ン
君
に
丁
銀
一
貫
目
を
渡
し
た
。
彼
も
ま
た
丁
銀
一
六
○

匁
を
支
那
甲
必
丹
に
渡
し
た
。
す
な
わ
ち
丁
銀
一
二
○
匁
は
刀
身
用
に
、
小

粒
四
○
匁
は
椿
え
の
工
賃
と
し
て
で
あ
る
。

一
○
月
七
日

支
那
甲
必
丹
の
ア
ン
ド
レ
ア
・
デ
ィ
テ
ィ
ス
が
来
て
言
う
に
は
、
マ
カ
オ

一
四
一
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法
政
史
学
第
二
十
一
号

（
詔
）

船
の
カ
ピ
タ
ン
・
モ
ー
ル
や
他
の
ス
ペ
イ
ン
人
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
長
崎
か

ら
平
戸
へ
来
て
、
オ
ラ
ン
ダ
人
が
捕
え
た
ジ
ャ
ン
ク
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
船
長

（
ｗ
）

を
奪
い
去
ろ
う
と
し
て
、
一
貫
目
で
二
隻
の
帆
船
を
雇
っ
た
と
い
う
話
を
し

ず
、
門
戸
の
の

た
。
ま
た
、
同
船
内
で
は
ひ
そ
か
に
武
装
し
た
さ
ま
ざ
ま
の
ス
ペ
イ
ン
人
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
、
く
だ
ん
の
ジ
ャ
ン
ク
か

ら
長
崎
へ
逃
げ
出
し
た
三
人
の
シ
ナ
人
の
口
か
ら
漏
れ
て
他
の
シ
ナ
人
に
伝

わ
り
、
そ
の
中
の
一
人
が
支
那
甲
必
丹
に
手
紙
で
知
ら
せ
た
の
だ
と
い
う
。

そ
れ
で
私
は
オ
ラ
ン
ダ
商
館
へ
行
き
、
こ
の
こ
と
を
知
ら
せ
た
。
彼
ら
は
私

に
心
か
ら
礼
を
言
っ
た
。

私
は
対
馬
の
宿
主
へ
、
同
地
の
商
人
に
託
し
て
手
紙
を
送
り
、
我
犬
の
胡

椒
の
売
却
に
つ
い
て
そ
の
商
人
に
聞
い
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
だ
。
胡
椒
は

と
う
に
売
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
し
要
請
が
あ
れ
ば
胡
椒
を

も
っ
と
送
る
こ
と
、
今
回
の
代
金
を
確
実
な
最
寄
の
便
で
持
参
す
る
か
、
送

る
か
し
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
を
書
き
送
っ
た
。

一
○
月
八
日

（
銘
）

今
日
の
午
前
中
、
キ
ャ
プ
テ
ン
・
コ
ピ
ン
ド
ー
ル
と
そ
の
部
下
を
乗
り
組

○
四
℃
〔
・
Ｏ
ｏ
ｂ
の
ロ
』
＆
］

ま
せ
て
大
坂
へ
送
っ
た
一
二
艘
の
帆
船
が
一
民
っ
て
来
た
。
キ
ャ
プ
テ
ン
・
コ
ピ

ン
ド
ー
ル
か
ら
は
大
坂
発
九
月
二
三
日
付
の
手
紙
を
受
け
取
っ
て
お
り
、
同

．
（
調
）

（
釦
）

日
付
で
イ
ー
ト
ン
君
か
ら
の
手
紙
も
受
け
取
っ
た
。
そ
の
中
で
彼
は
、
大
御
所

（
虹
）
同
ロ
８
口

（
狸
）

様
は
彼
ら
の
到
着
の
八
日
前
に
都
を
出
発
し
、
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
は
犬

○
四
日
・
缶
８
日
⑩

御
所
様
が
途
中
の
あ
る
場
所
に
と
ど
ま
る
と
聞
い
て
そ
の
後
を
追
い
か
け
、

そ
こ
で
用
事
を
片
づ
け
て
か
ら
戻
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
オ
ラ
ン
ダ
人
は

大
御
所
様
が
都
か
ら
去
る
前
に
用
事
を
済
ま
せ
た
こ
と
を
書
い
て
き
た
。
ま

た
、
彼
ら
と
し
て
は
船
は
三
隻
と
も
戻
し
た
方
が
よ
い
と
思
っ
た
こ
と
、
な

一
四
二

ぜ
な
ら
、
戻
れ
る
の
が
ど
の
く
ら
い
先
に
な
る
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
、

（
⑬
）

と
も
書
い
て
き
た
。
ま
た
両
名
と
も
一
一
六
号
の
包
承
と
、
竹
器
入
り
の
黒

色
塗
料
五
本
、
及
び
蝋
の
小
塊
五
個
と
が
積
荷
の
中
に
欠
け
て
い
る
と
書
い

て
い
た
。

（
鰹
）

堺
の
定
宿
の
主
人
も
平
戸
へ
来
て
、
酒
一
樽
を
承
や
げ
に
持
参
し
た
。
そ

し
て
悲
嘆
に
く
れ
て
、
我
々
の
商
品
が
焼
け
た
際
持
ち
物
を
す
べ
て
焼
い
て

し
ま
っ
た
の
で
、
ま
た
新
規
に
や
り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
権
六

殿
の
ジ
ャ
ン
ク
の
知
工
（
事
務
長
）
と
し
て
シ
ャ
ム
へ
渡
る
つ
も
り
な
の
だ

と
い
っ
た
。

私
は
三
五
郎
様
と
左
兵
衛
殿
の
許
へ
通
訳
を
や
っ
て
、
商
館
員
と
商
品
を

上
方
へ
運
ぶ
の
に
帆
船
を
貸
し
て
く
れ
た
こ
と
の
礼
を
言
わ
せ
た
。
キ
ャ
プ

テ
ン
・
コ
ピ
ン
ド
ー
ル
は
大
型
帆
船
の
船
長
に
二
○
匁
、
知
工
（
事
務
長
）

に
一
○
匁
与
え
た
と
知
ら
せ
て
き
た
。
ま
た
次
の
よ
う
な
贈
り
物
を
し
た
。

（
妬
）

露
の
権
之
助
殿
へ
六
。
匁
の
黒
糯
子
一
反
、
一
元
ジ
八
レ
ァ
ル
の
白
天

（
灯
）

ｎ
．
『
頗

竺
木
綿
三
反
、
ナ
イ
フ
五
丁
。
藩
主
の
用
人
庄
介
殿
に
一
コ
ル
ジ
一
五
レ
ア

国
凰
同
（
紹
）

（
⑲
）

ル
の
ア
レ
ジ
ャ
布
一
反
、
一
コ
ル
ジ
八
レ
ア
ル
の
天
昧
一
一
木
綿
一
一
一
反
、
ス
ラ
ッ

（
団
）

卜
掛
布
憲
侍
麓
内
膳
正
殿
に
殿
子
一
反
・
賄
方
の
助
右
衛
門
殿
瘤
・
一
・

の
巨
吋
四
ｍ

鼻
旨
日
。
ロ

コ
ル
ジ
一
五
レ
ア
ル
の
ア
レ
ジ
ャ
布
一
反
、
｜
コ
ル
ジ
八
レ
ア
ル
の
白
天
儲
二

（
顕
）

木
綿
一
反
、
一
コ
ル
ジ
セ
レ
ア
ル
の
ダ
ブ
ル
巾
の
ポ
レ
ル
布
一
反
、
ス
ラ
ヅ

（
閉
）

ロ
ロ
ゥ
ー
の
ご
○
Ｈ
四
一
一

卜
掛
布
一
反
。
藩
主
の
料
理
人
頭
に
一
コ
ル
ジ
一
五
レ
ァ
ル
の
ア
レ
ジ
ャ
布

一
反
。
藩
主
の
平
料
理
人
に
一
コ
ル
ジ
八
レ
ア
ル
の
白
天
竺
木
綿
一
反
。
藩

主
の
料
理
場
用
の
履
物
作
り
に
一
コ
ル
ジ
八
レ
ア
ル
の
白
天
竺
木
綿
一
反
。

も
う
一
人
の
老
料
理
人
に
一
コ
ル
ジ
八
レ
ア
ル
の
白
天
竺
木
綿
一
反
。
と
な

り
の
料
理
場
付
き
の
女
中
五
人
に
一
コ
ル
ジ
セ
レ
ァ
ル
の
ダ
ブ
ル
巾
ポ
レ
ル
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布
三
反
。

私
は
六
日
前
の
日
付
の
エ
ド
モ
ン
ド
・
セ
イ
ャ
ー
ズ
か
ら
の
手
紙
を
受
取

っ
た
。
そ
の
中
で
彼
は
、
権
六
殿
が
事
を
延
引
さ
せ
て
彼
を
遠
ざ
け
よ
う
と

し
、
二
人
を
自
由
に
し
て
く
れ
な
い
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は

フ
ワ
ン
・
デ
・
リ
エ
パ
ナ
と
ダ
ミ
ァ
ン
を
船
室
に
足
椥
を
は
め
て
閉
じ
込

め
、
誰
も
二
人
に
話
を
し
に
来
な
い
よ
う
に
し
た
と
書
い
て
よ
こ
し
た
。

一
○
月
九
日

我
々
は
二
六
号
の
梱
包
を
倉
庫
の
中
で
捜
し
た
が
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
。
包
承
荷
の
伝
票
や
日
計
帳
を
調
べ
た
結
果
、
そ
の
包
み
と
蝋
と
五
本
の

竹
器
入
り
塗
料
は
す
べ
て
三
五
郎
様
の
大
型
帆
船
で
送
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
こ
れ
ら
の
件
に
つ
い
て
の
答
は
船
頭
、
知
工
（
事
務
長
）
、
ジ
ョ
ン
・

〕
ロ
◎
・
勺
ぽ
①
す
］

フ
ィ
ー
ピ
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

エ
ド
モ
ン
ド
・
セ
イ
ヤ
ー
ズ
が
長
崎
か
ら
一
民
り
、
出
来
る
だ
け
の
こ
と
は

し
た
が
、
二
人
を
自
由
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う
権
六
殿
の
返

答
を
伝
え
た
。
そ
こ
で
私
は
藩
主
の
許
へ
行
っ
て
こ
の
次
第
を
話
し
、
こ
の

旨
を
大
御
所
様
に
知
ら
せ
る
よ
う
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
の
許
へ
早
船
で

手
紙
を
や
る
つ
も
り
だ
か
ら
、
支
援
の
手
紙
を
下
賜
さ
れ
た
い
と
願
っ
た
。

藩
主
は
そ
れ
を
約
し
て
く
れ
た
。
私
は
そ
こ
で
帆
船
の
用
意
を
整
え
て
手
紙

を
書
い
た
。
す
な
わ
ち
、
写
し
に
見
ら
れ
る
通
り
の
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ア
ダ
ム

（
副
）

（
弱
）

ズ
、
イ
ー
ト
ン
君
、
ウ
ィ
ッ
カ
ム
君
に
あ
て
た
概
略
の
手
紙
一
通
。
た
だ
し

冨
旨
尊
四
日

日
づ
け
は
明
日
付
で
あ
る
。
ま
た
キ
ャ
プ
テ
ン
・
コ
ピ
ン
ド
ー
ル
に
一
一
六

号
の
梱
包
と
蝋
、
塗
料
の
紛
失
を
知
ら
せ
る
手
紙
を
一
通
。
ま
た
、
ど
の
手

紙
を
通
じ
て
も
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
に
、
で
き
る
限
り
の
手
段
を
用
い

て
こ
れ
ら
二
人
の
人
間
を
自
由
に
し
て
ほ
し
い
こ
と
が
伝
わ
る
よ
う
に
し

「
リ
チ
ャ
ー
ド
。
コ
ッ
ク
ス
日
記
」
試
訳
（
武
田
・
森
）

た
。
権
六
殿
が
家
来
を
よ
こ
し
て
私
に
贈
物
と
し
て
屏
風
一
双
と
巻
物
二
箱

を
送
っ
て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
木
綿
の
巻
物
二
○
○
本
が
入
っ
て
い
た
。

一
○
月
一
○
日

私
は
船
を
派
遣
し
よ
う
と
し
て
藩
主
の
許
に
手
紙
を
も
ら
っ
て
く
る
よ
う

に
人
を
や
っ
た
と
こ
ろ
、
藩
主
は
伝
言
を
よ
こ
し
、
こ
の
件
に
つ
い
て
評
定

を
行
な
っ
た
結
果
、
私
に
対
し
て
は
も
う
し
ば
ら
く
と
ど
ま
っ
て
ほ
し
い
と

再
び
要
望
す
る
こ
と
、
藩
主
と
し
て
は
、
二
人
の
人
間
を
自
由
に
で
き
る
こ

と
は
疑
い
な
し
で
あ
る
か
ら
、
自
分
の
家
臣
の
一
人
を
権
六
殿
の
許
に
遣
わ

そ
う
と
思
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
き
た
。
そ
れ
で
、
私
は
自
分
の

意
図
と
は
大
分
違
う
が
、
や
む
を
得
ず
目
的
の
達
成
を
思
い
と
ど
ま
る
こ
と

に
し
た
。

私
は
マ
カ
オ
船
の
カ
ピ
タ
ン
の
マ
ル
テ
ィ
ン
・
デ
・
ギ
ニ
ア
か
ら
と
カ
ビ

旨
囚
氏
ロ
庁
の
目
厨

タ
ン
・
ガ
ロ
ー
チ
ョ
か
ら
の
手
紙
、
ま
た
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド
ゥ
ロ
イ
ス
か
ら

の
第
三
の
手
紙
で
日
付
け
は
す
べ
て
新
暦
で
今
月
一
五
日
の
も
の
、
ま
た
今

（
開
）

（
英
暦
一
○
月
五
日
）

月
一
七
日
付
の
ア
ル
パ
ロ
・
ム
ー
ー
ョ
ス
か
ら
の
四
番
目
の
手
紙
を
受
け
坂
っ

（
英
暦
七
日
）

ど
ず
日
。
冨
巨
口
○
の

た
こ
と
を
記
す
の
を
忘
れ
た
。

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド
ゥ
ロ
イ
ス
は
絹
靴
下
二
足
、
彼
の
言
に
よ
れ
ば
七
○
匁

の
値
段
の
も
の
と
、
七
本
半
で
一
匁
の
蝋
燭
一
○
○
本
を
送
っ
て
く
れ
た
。

ヨ
ヘ
唄
曽
Ｈ
ｍ
Ｂ
ｐ
の
（
ｗ
）

ま
た
新
暦
今
月
一
二
日
の
長
崎
発
メ
ル
ヒ
ョ
ル
・
フ
ァ
ン
・
サ
ン
ト
フ
ォ
ル

（
英
暦
一
○
月
一
一
日
）

旨
の
］
：
閂
ぐ
目

の
四
口
す
＃

卜
か
ら
の
五
番
目
の
手
紙
、
こ
れ
は
た
だ
の
推
薦
状
で
あ
る
が
、
を
受
け
取

っ
た
。
彼
は
ま
た
私
が
貸
し
た
オ
ラ
ン
ダ
の
年
代
記
を
返
却
し
て
来
た
。
ま

（
記
）

、
匡
円
。
ｐ
』
。
］
の

た
パ
タ
ー
の
胡
椒
を
大
御
所
様
の
御
用
と
し
て
権
六
殿
に
売
り
渡
し
た
。
総

）
副
）

量
一
六
○
斤
、
正
味
一
五
五
斤
で
、
一
○
○
斤
あ
た
り
八
○
匁
で
あ
る
。

真
夜
中
の
一
時
ご
ろ
オ
ジ
ア
ン
グ
ー
号
の
平
大
工
の
ト
ー
マ
ス
・
ヒ
ー
ス

目
冒
・
因
田
昏

一
四
三
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法
政
史
学
第
二
十
一
一
ぴ

が
赤
痢
に
は
じ
ま
っ
た
長
患
ら
い
で
死
ん
だ
。

一
銅
）
二
日

我
々
の
シ
ー
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
号
が
今
日
川
内
浦
で
進
水
し
た
。
私
は

（
団
）
の
８
レ
ロ
ぐ
の
ロ
日
Ｈ
の

ハ
ン
ト
君
に
大
工
た
ち
が
本
分
を
果
た
し
た
か
ど
う
か
を
調
べ
さ
せ
る
た
め

国
囚
員

同
船
に
行
っ
て
も
ら
っ
た
。
エ
ド
モ
ン
ド
・
セ
イ
ャ
ー
ズ
が
同
行
し
た
。
今

月
一
○
日
に
イ
ー
ト
ン
君
あ
て
に
書
い
た
手
紙
を
平
戸
の
帆
船
に
託
し
て
送

り
送
料
五
匁
を
渡
し
た
。
そ
の
手
紙
に
キ
ャ
プ
テ
ン
・
コ
ピ
ン
ド
ー
ル
あ
て

（
マ
マ
）

（
館
）

の
も
う
二
通
の
手
紙
、
す
な
わ
ち
…
…
君
か
ら
の
と
オ
ス
タ
ウ
ィ
ッ
ク
君
か

。
；
『
割
、
丙

ら
の
も
の
、
及
び
右
二
通
の
手
紙
を
大
急
ぎ
で
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
に

届
け
、
ダ
ミ
ァ
ン
と
フ
ワ
ン
の
解
放
を
大
御
所
様
に
申
し
入
れ
る
よ
う
要
望

し
た
明
一
二
日
づ
け
の
私
自
身
の
第
一
一
一
の
手
紙
も
同
封
し
た
。
ま
た
イ
ー
ト

（
閉
）

ン
君
に
も
う
一
通
手
紙
を
書
き
、
等
安
が
シ
ナ
人
と
戦
争
す
る
任
命
を
受
け

た
か
ど
う
か
を
調
べ
て
答
え
左
送
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
だ
。

一
○
月
一
二
日

昨
日
私
は
書
く
の
を
忘
れ
た
が
、
船
員
た
ち
が
ト
ー
マ
ス
・
ヒ
ー
ス
を
、

以
前
彼
の
仲
間
の
ト
ー
マ
ス
・
デ
ー
ピ
ス
を
葬
っ
た
場
所
に
埋
め
よ
う
と
出

目
弓
◎
・
Ｃ
ｍ
ａ
の
の

か
け
た
と
こ
ろ
、
悪
党
ど
も
が
棺
を
掘
り
上
げ
、
経
帷
子
と
シ
ャ
ツ
を
盗
ゑ
、

士
の
上
に
死
体
を
む
き
出
し
に
し
て
い
っ
た
の
を
見
つ
け
た
。
ひ
ど
い
や
つ

ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
船
員
た
ち
は
ト
ー
マ
ス
・
ヒ
ー
ス
の
棺
を
海
に
沈
め

た
。藩
主
の
翻
叶
源
四
様
、
つ
ま
り
主
殿
様
に
二
○
斤
の
蝋
を
売
っ
た
。
代
金

は
残
り
が
売
れ
て
か
ら
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
筋
）

今
朝
オ
ジ
ァ
ン
ダ
ー
号
で
、
棟
梁
も
含
め
て
一
四
人
の
大
工
が
働
き
始
め

た
。
全
部
船
大
工
で
あ
る
。

一
四
四

用川鮒概川《Ⅲ珠朏辨一》》舶際好》州Ｍ州伽州
人
ら
し
い
が
、
そ
の
ス
ペ
イ
ン
人
は
一
人
の
無
礼
な
な
ら
ず
者
の
日
本
人
を

商
館
へ
よ
こ
し
、
そ
の
男
は
私
や
他
の
館
員
に
は
一
言
も
口
を
き
か
ず
に
オ

ス
タ
ウ
ィ
ッ
ク
君
の
部
屋
に
上
が
っ
て
ボ
ー
イ
を
つ
か
ま
え
、
力
ず
く
で
館

外
へ
追
い
出
そ
う
と
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
彼
は
ボ
ー
イ
を
連
れ
ず
に
行

っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
す
ぐ
あ
と
か
ら
平
戸
侯
が
そ
の
ボ
ー
イ
を
自
分
の

手
に
引
き
渡
す
よ
う
に
言
っ
て
来
た
の
で
、
そ
の
通
り
に
し
た
。
平
戸
侯
は

も
し
そ
れ
が
ス
ペ
イ
ン
人
側
の
無
体
だ
と
し
た
ら
（
私
は
そ
の
通
り
だ
と
言

い
た
い
の
だ
が
）
、
ボ
ー
イ
は
家
来
を
つ
げ
て
返
そ
う
と
約
束
し
て
く
れ

た
。船
長
の
ジ
ョ
ン
・
ハ
ン
ト
と
オ
ス
タ
ウ
ィ
ヅ
ク
君
が
、
平
戸
侯
が
我
灸
に

貸
し
て
く
れ
た
小
屋
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
年
の
こ
ろ
二
、
二
才
の
女
の
子

が
裏
の
塀
の
下
に
死
ん
で
お
り
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
前
に
殺
さ
れ
た
ら
し

く
、
犬
が
あ
さ
っ
て
い
て
、
両
足
と
下
半
身
、
片
手
が
食
わ
れ
て
い
る
の
を

見
つ
け
た
。
お
そ
ら
く
悪
い
や
つ
が
乱
暴
し
た
の
ち
殺
し
た
か
、
さ
も
な
け

れ
ば
こ
の
子
は
奴
隷
で
あ
っ
て
、
主
人
の
不
興
を
買
っ
て
殺
さ
れ
た
上
に
捨

て
ら
れ
て
犬
に
食
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
地
方
で
は
あ
た
り
ま
え
の

こ
と
で
、
奴
隷
の
生
命
は
す
べ
て
主
人
の
手
中
に
あ
り
、
い
つ
で
も
殺
す
こ

と
が
で
き
、
法
に
よ
っ
て
規
制
を
受
け
る
も
の
で
は
な
い
。

一○月一三日（濡榊一乖眸助聿一一一卵）
夜
ふ
け
、
真
夜
中
ご
ろ
オ
ジ
ァ
ン
ダ
ー
号
の
小
ス
キ
フ
船
が
盗
糸
出
さ

の
嵐
廟
の

れ
、
船
員
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
大
船
か
ら
逃
亡
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
の

一
人
の
仕
業
で
、
以
前
私
が
取
り
な
し
の
手
紙
を
書
い
て
や
っ
た
二
人
の
う
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ち
の
片
方
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
船
員
た
ち
は
夜
分
、
真
夜
中
ご
ろ
に
、
彼
が

船
橋
に
い
る
の
を
見
か
け
た
と
言
っ
た
。
疑
い
も
な
く
船
員
た
ち
が
ポ
ー
ト

を
与
え
て
彼
を
逃
が
し
た
の
だ
と
思
う
。
一
人
の
悪
党
が
も
う
一
人
の
逃
亡

を
助
け
た
か
、
見
ぬ
振
り
を
し
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
実
際
、
私
は
彼
ら

よ
り
言
う
こ
と
を
聞
か
ぬ
、
野
卑
な
船
員
を
見
た
こ
と
が
な
い
。
そ
の
張
本

人
は
ド
ー
リ
ン
ト
ン
と
い
う
高
級
船
員
で
あ
る
。
そ
こ
で
我
交
は
連
中
が
許

□
。
且
口
嗅
目

可
な
く
昼
も
夜
も
外
出
し
て
は
乱
行
し
て
歩
く
の
を
、
そ
し
て
そ
の
う
ち
で

一
番
悪
い
の
は
高
級
船
員
た
ち
自
身
な
の
だ
が
、
絶
え
間
な
く
見
る
に
及
ん

で
、
命
令
を
出
し
て
メ
イ
ン
・
マ
ス
ト
に
掲
げ
、
船
員
を
三
等
分
し
て
、
そ

の
う
ち
三
分
の
一
は
昼
間
遊
ん
で
日
没
前
に
帰
船
す
る
よ
う
に
、
残
り
三
分

の
二
は
船
務
に
携
わ
り
、
船
大
工
は
自
分
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に
決
め
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
ド
ー
リ
ン
ト
ン
は
船
員
全
部
の
い
る
前
で
、
指
揮
官

も
船
長
も
そ
の
他
の
誰
も
船
員
を
水
に
つ
け
た
り
鞭
で
打
っ
た
り
す
る
権
限

は
な
い
と
放
言
し
、
彼
や
そ
の
他
の
連
中
は
自
分
た
ち
の
挙
げ
る
食
品
は
制

限
な
く
手
に
入
れ
ら
れ
る
の
だ
と
言
い
立
て
た
り
し
た
。
彼
は
酔
い
ど
れ

で
、
不
服
従
で
、
反
抗
的
な
男
で
あ
る
か
ら
に
は
、
当
社
に
勤
め
る
に
ふ
さ

わ
し
く
な
い
。

私
は
オ
ラ
ン
ダ
商
館
へ
例
の
男
が
ス
キ
フ
船
を
盗
す
ん
だ
次
第
を
伝
え

た
。
ま
た
同
様
の
こ
と
を
内
匠
様
と
船
大
将
の
所
へ
も
伝
え
、
彼
ら
は
そ
の

且
日
》
『
巴

オ
ラ
ン
ダ
人
の
行
方
を
調
べ
に
人
を
出
し
た
。

支
那
甲
必
丹
が
、
五
島
全
土
に
火
災
が
あ
り
、
藩
主
の
館
も
他
の
家
と
同

様
焼
け
お
ち
、
三
○
○
軒
ば
か
り
の
家
含
の
う
ち
一
軒
と
し
て
焼
け
残
っ
た

し
の
ば
な
い
と
伝
え
て
来
た
。
こ
れ
は
七
、
八
艘
の
ジ
ャ
ン
ク
に
の
せ
て
来

た
シ
ナ
人
の
商
品
を
日
本
人
が
略
奪
し
よ
う
と
し
て
火
を
つ
け
た
の
だ
と
一

「
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ
ク
ス
日
記
」
試
訳
（
武
田
・
森
）

般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
火
の
勢
い
が
激
し
く
て
、
ほ
と
ん
ど

何
も
助
か
ら
ず
、
商
品
を
避
難
し
よ
う
と
し
て
危
険
を
冒
し
た
シ
ナ
人
が
五

人
焼
け
死
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

午
後
に
な
っ
て
、
ダ
ミ
ア
ン
と
フ
ワ
ン
の
釈
放
に
つ
い
て
藩
主
が
長
崎
へ

行
か
せ
た
家
来
が
、
は
か
ば
か
し
く
な
い
返
事
を
も
っ
て
戻
っ
て
来
た
。
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
は
以
前
と
同
様
、
二
人
を
ど
う
あ
っ
て
も
引
き
渡
さ
な
い
と
答

（、）（町）
え
た
そ
う
だ
。
ま
た
、
そ
の
家
来
は
帰
っ
て
く
る
途
中
、
平
戸
か
ら
七
里
ぱ

］
の
四
ｍ
ロ
①
の

か
り
の
所
で
、
我
々
の
船
か
ら
ス
キ
フ
船
を
盗
ん
だ
オ
ラ
ン
ダ
人
に
出
会
っ

た
の
で
、
人
と
船
と
両
方
を
連
れ
戻
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
私
は
そ
の
オ
ラ

ン
ダ
人
を
オ
ラ
ン
ダ
商
館
へ
行
か
せ
た
の
で
、
商
館
側
か
ら
は
厚
く
礼
を
言

っ
て
来
た
。

私
は
藩
主
の
許
へ
、
ど
の
よ
う
な
返
答
を
権
六
殿
か
ら
与
え
ら
れ
た
か
確

か
め
に
、
と
い
う
か
知
ろ
う
と
し
て
出
か
け
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
前
に
述

べ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
藩
意
営
兵
衛
殿
灘
藤
庄
一
一
一
郎
あ
て
に
、

こ
れ
ら
一
一
人
が
我
々
の
船
が
シ
ャ
ム
へ
行
く
際
に
雇
わ
れ
る
に
い
た
っ
た
次

第
を
明
ら
か
に
し
た
支
援
の
手
紙
を
下
賜
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
藩
主
は
そ

れ
を
許
し
、
す
ぐ
あ
と
か
ら
商
館
へ
届
け
て
来
た
。
私
は
も
う
一
通
の
手
紙

を
忠
兵
衛
殿
に
日
本
語
で
書
き
、
こ
れ
ら
二
人
を
自
由
に
す
べ
く
、
大
御
所

様
に
取
り
な
し
方
を
頼
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
我
々
は
こ
れ
ら
の
手
紙
の
使
者

と
、
四
本
の
擢
で
漕
ぐ
小
帆
船
を
雇
い
、
旅
費
に
小
粒
一
一
一
○
匁
を
支
払

い
、
手
紙
を
大
坂
か
都
に
い
る
イ
ー
ト
ン
君
に
届
く
よ
う
に
計
ら
っ
た
。
そ

の
た
め
に
彼
ら
は
昼
夜
船
を
漕
い
で
行
く
筈
で
あ
る
。

一
○
月
一
四
日

（
Ⅶ
）

私
は
藩
主
の
手
紙
を
発
送
し
、
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
、
ウ
ィ
ッ
ヵ
ム

一
四
五

Hosei University Repository



法
政
史
学
第
一
一
十
一
号

君
、
イ
ー
ト
ン
君
あ
て
に
撰
飴
の
手
紙
を
書
き
、
一
一
日
前
の
手
紙
で
そ
う
し

逢
た
よ
う
に
ざ
・
ま
き
窪
に
申
し
送
っ
て
、
こ
れ
を
前
の
よ
う
に
早
馬
に
託
し
て

送
っ
た
。
私
は
川
内
浦
か
ら
ジ
ャ
ン
ク
を
引
い
て
こ
さ
せ
る
た
め
帆
船
を
六

隻
出
し
た
ｐ
そ
れ
ら
は
昼
ご
ろ
ジ
ャ
ン
ク
を
平
戸
の
碇
泊
地
に
引
い
て
来

た
。

（
ね
）

（
だ
）

私
は
昨
年
シ
ナ
へ
五
五
○
ペ
ソ
投
資
し
た
際
、
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ハ
ウ
か
ら

預
か
っ
て
い
た
書
き
付
け
を
返
し
た
。
私
は
そ
れ
を
彼
の
兄
ア
ン
ド
レ
ア
に

返
し
た
９
ま
た
、
ト
メ
ー
殿
へ
頓
ハ
ン
タ
ム
の
胡
椒
五
○
○
斤
を
売
っ
た
。
残

り
を
売
っ
て
か
ら
代
金
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
脚
）

藩
主
の
カ
フ
ロ
ニ
人
が
長
崎
か
ら
来
て
私
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

一
人
の
イ
ギ
リ
ス
紳
士
が
マ
カ
オ
船
に
柳
を
は
め
て
捕
え
ら
れ
て
い
て
、
二

人
は
彼
を
見
た
が
八
二
四
ァ
五
才
の
若
い
男
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
ス
ペ
イ
ン
人
の
わ
な
で
、
私
が
わ
ず
か

こ
れ
だ
け
の
言
葉
を
信
じ
て
、
他
に
証
拠
も
な
い
の
に
こ
れ
を
大
御
所
様
に

訴
え
、
事
実
無
根
と
い
う
こ
と
で
そ
の
機
嫌
を
損
じ
る
よ
う
に
図
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
し
か
し
、
そ
の
船
に
乗
る
か
も
し
れ
な
い
知
人
に
、
□
実

際
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
気
を
つ
け
て
き
て
ほ
し
い
と
指
示
し

た
。

一
○
月
一
五
日

今
度
の
五
島
の
火
事
で
、
使
者
、
す
な
わ
ち
王
の
書
翰
を
運
ん
で
い
た
男

は
七
貫
目
相
当
の
持
ち
物
を
す
べ
て
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
彼
は
老
人
で
あ
っ

針
た
が
、
こ
と
ば
遣
い
が
よ
か
っ
た
の
で
こ
の
仕
事
に
従
事
す
る
の
仁
選
ば
れ

斗
た
の
で
あ
る
ｐ
そ
こ
で
支
那
甲
必
丹
は
Ｊ
彼
自
身
の
持
ち
金
か
ら
そ
の
男
に

五
○
ペ
ソ
す
な
わ
ち
四
○
○
匁
贈
る
つ
も
り
で
あ
る
か
ら
、
私
に
も
一
一
○
ペ

一
四
六

ソ
加
え
て
ほ
し
い
、
彼
の
損
失
が
気
の
毒
だ
か
ら
埋
め
合
わ
せ
に
両
方
で
七

○
ペ
ソ
に
し
て
、
全
部
私
の
名
で
送
る
つ
も
り
で
あ
る
、
と
言
い
、
ま
た
、

も
し
神
の
思
し
召
し
が
あ
れ
ば
、
そ
の
う
ち
に
よ
り
大
き
な
事
柄
、
す
な
わ

ち
我
犬
に
シ
ナ
貿
易
を
開
か
せ
る
の
に
成
功
し
て
承
せ
る
と
い
う
こ
と
も
約

束
し
た
。

支
那
甲
必
丹
の
弟
の
ハ
ウ
と
、
も
う
一
人
の
長
崎
の
シ
ナ
人
リ
ャ
ン
ウ
の

㈲
の
四
口
碩
口

両
方
に
贈
り
物
を
届
け
た
Ｐ
両
人
と
も
我
々
の
シ
ナ
貿
易
遂
行
の
た
・
め
に
雇

っ
た
人
間
で
あ
る
。
贈
り
物
は
一
コ
ル
ジ
ニ
ハ
レ
ア
ル
の
と
一
七
レ
ァ
ル
の

（
汚
）

白
天
竺
木
綿
六
反
Ⅱ
四
○
匁
四
分
。
｜
コ
ル
ジ
一
五
レ
ァ
ル
の
青
ペ
イ
ラ
ム

布
六
反
Ⅱ
一
一
一
六
匁
．
－
コ
ル
ジ
ー
ニ
レ
ア
ル
の
蕊
ラ
布
六
反
し
志
雄
八

９
Ｎ
①
一
回

分
ス
ラ
ッ
ト
掛
布
六
反
。
ナ
イ
フ
六
丁
Ⅱ
一
一
一
匁
三
分
一
一
一
厘
。

ジ
ョ
ァ
ン
殿
は
我
々
の
ジ
ャ
ン
ク
の
備
品
を
船
に
棟
の
つ
く
ま
で
の
間
入

れ
て
お
く
よ
う
仁
と
、
道
の
向
う
側
に
持
家
を
貸
し
て
く
れ
た
。
私
は
支
那

甲
必
丹
を
通
じ
て
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド
ゥ
ロ
イ
ス
に
手
紙
を
送
り
、
絹
靴
下
二
足

を
受
け
取
っ
た
こ
と
を
伝
え
、
彼
が
来
る
ま
で
角
び
ん
を
取
っ
て
あ
る
か
ら

Ｏ
四
の
①
す
。
＃
巴
の
（
”
）

と
言
っ
て
や
っ
た
。
私
は
支
那
甲
必
丹
に
指
示
し
て
、
パ
ン
タ
ム
に
行
く
英

船
に
乗
り
組
ま
せ
る
シ
ナ
人
の
船
大
工
三
人
を
承
つ
け
さ
せ
、
ま
た
、
も
し

あ
れ
ば
一
五
○
本
の
大
竹
を
買
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
承
、
ま
た
ポ
ル
ト
ガ

ル
人
が
船
上
に
英
国
人
を
捕
虜
と
し
て
い
る
か
ど
う
か
も
尋
ね
ざ
せ
た
。
我

と
は
ジ
ャ
ン
ク
用
と
し
て
取
り
寄
せ
た
木
材
、
そ
の
他
の
も
の
全
部
を
川
内

浦
か
ら
平
戸
へ
移
し
た
。
・
ト
メ
ー
ま
た
は
ジ
ョ
ァ
ン
殿
の
家
を
、
そ
れ
ら
を

納
め
る
た
め
に
借
り
た
か
ら
で
あ
る
。

一
○
月
一
六
日

唐
津
侯
が
平
戸
へ
戻
り
、
石
弓
か
ら
火
矢
を
発
射
す
る
と
こ
ろ
が
見
た
い
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と
伝
え
て
き
た
。
我
灸
は
、
唐
津
侯
と
平
戸
侯
の
前
で
二
度
実
演
し
両
侯
は

大
い
に
満
足
し
た
。
唐
津
侯
は
同
じ
も
の
を
作
る
見
本
と
す
る
た
め
に
、
石

弓
と
、
点
火
薬
の
処
方
篭
と
を
所
望
し
た
。
真
夜
中
ご
ろ
彼
は
唐
津
へ
出
発

し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
も
し
翌
朝
ま
で
彼
が
滞
在
し
た
な
ら
差
し
出
す
と

こ
ろ
だ
っ
た
象
嵌
入
鳥
銃
二
丁
は
献
上
せ
蕊
済
ん
だ
。

８
日
閉
冨

藩
主
の
親
族
の
ト
ン
シ
ョ
様
が
二
反
の
カ
ン
バ
イ
ャ
布
を
買
っ
た
。

日
画
目
昏
。

８
日
す
＆
四

一
○
月
一
七
日

午
前
巽
ド
プ
テ
ン
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
が
都
か
ら
戻
り
、
歓
迎
の
た
め
オ
ラ

ンダ商館から憲大蝿瀕六鐘礼砲を打った．私はオランダ
商
館
に
彼
を
尋
ね
た
。
彼
は
私
に
、
も
し
都
へ
の
到
着
が
二
時
間
遅
れ
た

ら
、
大
御
所
様
は
彼
が
着
く
前
に
出
発
し
て
し
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
、
と
語
っ

た
。
そ
し
て
大
御
所
様
自
身
彼
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
彼
ら
が
捕
え

た
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
は
人
も
品
物
も
自
由
に
し
て
よ
い
、
も
し
朱
印
状
を
持
た

な
け
れ
ば
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
も
ス
ペ
イ
ン
人
も
今
後
同
断
で
あ
る
、
し
か
し

朱
印
状
が
あ
れ
ば
干
渉
し
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
そ
う
だ
。

（
皿
）

彼
は
ま
た
、
キ
ャ
プ
テ
ン
・
コ
ピ
ン
ド
ー
ル
、
ウ
ィ
ッ
カ
ム
君
及
び
イ
ー

ト
ン
君
か
ら
の
都
発
九
月
二
八
、
二
九
日
付
の
手
紙
三
通
、
そ
し
て
イ
ー
ト

（
躯
）

ン
君
か
ら
の
一
○
月
二
日
付
の
一
通
、
他
に
、
大
坂
の
定
宿
の
主
人
と
通
訳

ト
メ
ー
か
ら
の
二
通
も
一
緒
に
手
渡
し
て
く
れ
た
。

そ
し
て
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド
ゥ
ロ
イ
ス
が
来
て
私
に
語
っ
た
所
に
よ
る
と
、

（
閉
）

マ
峠
力
牙
船
の
カ
ピ
タ
ン
・
モ
ー
ル
が
云
う
に
は
、
も
し
権
六
殿
が
望
む
な
ら

彼
は
ダ
ミ
ァ
ン
と
フ
ワ
ン
を
自
由
に
す
る
こ
と
に
賛
成
で
あ
る
、
と
い
う
の

は
権
六
殿
の
許
可
を
え
て
彼
ら
を
捕
虜
に
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
向
次
第

で
彼
ら
を
自
由
に
す
る
つ
も
り
で
あ
る
か
ら
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か

「
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ
ク
ス
日
記
」
試
訳
（
武
田
・
森
）

し
私
は
反
対
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
彼
の
手
紙
を
持
っ
て
い
ろ
と
答
え
た
。

い
づ
れ
事
実
が
判
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。

｜
私
は
何
か
か
ら
く
り
が
あ
る
と
思
う
。

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
は
私
に
贈
り
物
と
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
産
の
ブ
ド
ｊ
酒
一
瓶

（
“
）

と
、
大
梨
一
二
箇
、
そ
し
て
ク
ラ
ッ
カ
ー
と
小
さ
い
タ
ル
ト
を
一
一
箱
く
れ

た
。

一
○
月
一
八
日

通
訳
シ
モ
ン
が
私
に
一
○
月
八
日
付
の
イ
ー
ト
ソ
君
か
ら
の
手
紙
を
し
た

の
］
日
○
己

ら
し
た
。
そ
の
な
か
で
彼
は
、
カ
ン
パ
イ
ヤ
布
の
包
象
全
部
を
開
い
た
と
こ

ろ
、
天
竺
木
綿
の
ほ
と
ん
ど
、
す
な
わ
ち
そ
れ
ら
の
四
分
の
一
一
一
に
し
承
梛
軸

て
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
て
い
る
の
を
見
つ
け
、
見
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
我

☆
の
宿
主
に
そ
れ
ら
す
べ
て
を
一
反
六
匁
で
買
う
よ
う
に
掛
け
合
っ
た
が
、

絶
対
に
売
れ
な
い
だ
ろ
う
と
答
え
て
、
彼
は
そ
れ
を
買
わ
な
か
っ
た
と
書
い

（
閉
）

’
て
よ
こ
し
た
。
ま
た
彼
は
そ
の
う
ち
の
一
○
反
の
彩
色
チ
ャ
ウ
ダ
ー
布
が
欠

、
茜
囚
ｅ
四
吋

け
て
い
た
の
は
Ｐ
積
荷
の
中
に
入
れ
て
あ
っ
た
と
書
い
て
い
―
た
。

、
四
円
、
①
Ｎ
○
口

一
○
月
一
九
日

主
馬
殿
は
私
に
手
紙
を
よ
こ
し
、
唐
津
侯
に
会
っ
た
こ
と
、
侯
か
ら
次
の

品
物
を
送
る
よ
う
に
私
に
知
ら
せ
る
よ
う
託
さ
れ
た
こ
と
、
こ
れ
ら
の
品
物

を
運
ん
搾
署
に
代
金
饗
す
と
侯
が
語
っ
た
こ
と
を
書
い
て
来
た
．
そ
こ
で

私
は
そ
の
品
々
を
主
馬
殿
の
使
い
渡
し
た
。

白
天
竺
木
綿
二
○
反
一
コ
ル
ジ
ニ
○
レ
ア
ル

一
反
一
五
匁
計
三
○
○
匁
○
分

ス
ラ
ッ
ト
掛
布
二
○
反
一
コ
ル
ジ
レ
ア
ル

一
反
一
○
匁
計
二
○
○
○一
四
七
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法
政
史
学
第
二
十
一
号

ア
レ
ジ
ャ
布
五
反
一
コ
ル
ジ
三
○
レ
ァ
ル

一
反
二
○
匁
計
一
○
○
○

合
計

六
○
○

（
閉
）

助
大
夫
殿
か
ら
牛
肉
を
贈
ら
れ
た
。
ま
た
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド
ゥ
ロ
イ
ス
は

次
の
諸
品
の
勘
定
を
済
せ
た
。

砂
糖
菓
子
四
壷
一
壷
五
○
匁

一
一
○
○
匁
○
分

麦
麹
ま
た
は
小
麦
を
挽
く
石
臼
二
筒

一
○
○

日
巳
斤

獣
脂
蝋
燭

七
○
本

一
○
○

以
上
商
館
用

小
計

二
一
一
○
○

他
に
絹
靴
下
一
足
キ
ャ
プ
テ
ン
。
コ
ピ
ン
ド
ー
ル
用

四
○
○

他
に
毛
糸
靴
下
一
足
同
人
用

六
○

他
に
緑
色
絹
靴
下
一
足
オ
ス
タ
ウ
ィ
ッ
ク
君
用三
五
○

他
に
絹
靴
下
二
足

キ
ャ
プ
テ
ン
・
コ
ピ
ン
ド
ー
ル
ま
た
は
オ
ス
タ
ウ
ィ
ッ
ク
君
用

七
○
○

小
計

一
五
一
○

他
に
マ
カ
オ
か
ら
来
た
ビ
ロ
ー
ド
と
糯
子
の
残
品
に
つ
い
て
、
収
益
の
他

に
彼
に
支
払
う
べ
き
額

二
七
二
○

合
計

六
四
三
○

一
○
月
二
○
日

私
は
ア
ル
パ
ロ
・
ム
ー
ー
ョ
ス
の
手
紙
に
返
事
を
書
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
と

は
別
に
デ
イ
エ
ゴ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
リ
ゴ
ー
テ
に
あ
て
て
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・

□
】
の
、
◎

可
佳
日
■
且
。

宛
潰
○
誌

一
四
八

（
明
）

ド
ゥ
ロ
イ
ス
に
四
ガ
ン
タ
の
蝋
燭
用
油
脂
を
与
え
、
そ
し
て
そ
の
残
り
を
で

の
四
口
（
ｍ

き
る
だ
け
一
宛
る
よ
う
に
一
云
っ
て
や
っ
た
。

内
匠
殿
か
ら
牛
肉
を
贈
ら
れ
た
。
ま
た
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド
ゥ
ロ
イ
ス
の
細

君
に
一
コ
ル
ジ
ー
セ
レ
ァ
ル
の
デ
ヘ
ル
産
天
竺
木
綿
一
反
を
贈
っ
た
。
そ
れ

ず
囚
の
国
己
の
ず
の
Ｈ

は
彼
女
が
時
々
英
国
商
館
で
使
う
よ
う
に
贈
っ
て
く
れ
た
果
物
や
砂
糖
づ
け

に
対
す
る
礼
で
あ
る
。

一
○
月
一
二
日

今
夜
半
オ
ラ
ン
ダ
人
の
捕
虜
と
な
っ
て
い
た
二
人
が
大
船
か
ら
逃
亡
し

た
。
二
人
共
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
で
、
一
人
は
彼
ら
が
捕
獲
し
た
ジ
ャ
ン
ク
の
船

長
、
他
の
一
人
は
そ
れ
以
前
に
五
回
も
捕
え
ら
れ
た
こ
と
の
あ
る
商
人
で
あ

る
。ス
テ
ィ
ヵ
モ
ン
殿
が
二
羽
の
家
鴨
と
一
皿
の
梨
を
く
れ
た
。
彼
は
藩
主
を

ｍ
盆
日
日
○
口

な
ぐ
さ
め
る
喜
劇
役
者
あ
る
い
は
道
化
師
で
あ
る
。

一
○
月
二
二
日
（
榊
鵬
乱
弔
鈩
わ
叩
）

こ
の
夜
中
に
オ
ラ
ン
ダ
船
か
ら
逃
亡
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
一
一
人
は
平
戸
侯

が
追
手
に
出
し
た
人
々
に
よ
っ
て
捕
え
ら
れ
、
連
れ
戻
さ
れ
た
。

権
六
殿
の
下
僕
は
一
反
一
○
匁
の
ス
ラ
ッ
ト
掛
布
四
反
を
戻
し
て
来
た
。

こ
の
よ
う
に
こ
れ
ら
の
行
商
人
た
ち
は
我
々
を
利
用
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
別
の
二
○
匁
は
支
払
わ
な
い
つ
も
り
で
い
る
ら
し
い
。

キ
ャ
プ
テ
ン
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
は
我
含
の
ジ
ャ
ン
ク
の
古
い
舵
と
大
き
い
擢

二
本
を
買
い
に
人
を
よ
こ
し
た
。
こ
の
値
段
は
両
方
の
側
の
値
を
知
ら
な
い

同
志
が
一
貫
一
○
○
匁
に
決
め
た
。

一
○
月
二
四
日

キ
ャ
プ
テ
ン
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
が
来
て
私
に
、
大
工
が
ジ
ャ
ン
ク
の
舵
の
こ
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と
で
彼
を
だ
ま
し
た
の
だ
か
ら
（
彼
ら
オ
ラ
ン
ダ
人
が
お
人
好
し
な
の
で
）
、

我
☆
の
舵
を
一
貫
一
○
○
匁
で
買
う
必
要
は
な
く
た
り
、
再
び
戻
し
て
来
た

と
い
っ
た
。

一
○
月
二
五
日

私
は
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
に
手
紙
を
出
し
、
オ
ラ
ン
ダ
船
ヤ
カ
ト

ラ
号
で
英
国
船
を
修
理
の
た
め
傾
船
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
。
我
犬
は
現
在

の
位
置
で
船
を
陸
に
あ
げ
て
修
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
わ
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
我
戈
は
船
を
危
険
に
さ
ら
さ
ず
に
は
竜
骨
に
到
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
で
あ
る
。
（
卯
）

大
御
所
様
の
末
子
上
総
様
の
家
臣
が
商
館
に
来
て
主
人
の
た
め
次
の
よ
う

な
買
物
を
し
た
。

一
丁
一
五
○
匁
の
象
嵌
入
鳥
銃
二
丁
三
○
○
匁
○
分

ポ
レ
ル
布
二
反

二
○
○
○

ヶ
口
『
昌
一
の
の
（
皿
）

ア
マ
ダ
ペ
ッ
ト
産
ア
レ
ジ
ャ
布
一
反
二
○
○

し
曰
囚
Ｑ

信
実
か
ら
牛
肉
を
贈
ら
れ
た
。

キ
ャ
プ
テ
ン
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
は
手
紙
を
く
れ
て
、
傾
船
す
る
た
め
の
小
船

は
、
今
度
の
大
潮
の
と
き
に
修
理
の
た
め
陸
あ
げ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

ら
貸
せ
な
い
と
い
っ
て
来
た
。

一
○
月
二
六
日

（
躯
）

私
は
イ
ー
ト
ン
君
に
手
紙
を
出
し
、
秀
頼
様
が
薩
摩
に
生
き
て
い
て
、
多

（
兜
）

数
の
船
が
準
備
を
整
え
て
い
る
と
い
う
、
そ
し
て
大
御
所
様
が
北
国
の
大
大

名
と
戦
争
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
噂
が
当
地
に
あ
る
こ
と
を
通
報

し
、
こ
の
話
は
彼
ら
の
内
輪
に
し
て
お
く
よ
う
に
頼
糸
、
も
し
必
要
な
ら
最

随
の
事
態
を
免
れ
る
よ
う
に
注
意
を
怠
ら
な
い
で
ほ
し
い
こ
と
。
そ
し
て
以

「
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ
ク
ス
日
記
」
試
訳
（
武
田
・
森
）

前
の
取
引
す
べ
て
に
関
し
て
本
当
の
計
算
書
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
書
い
た
。

我
☆
の
欠
乏
に
関
し
て
会
社
に
本
当
の
収
支
決
算
書
を
送
り
、
何
が
起
ろ
う

と
も
避
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
た
め
で
あ
る
。

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド
ゥ
ロ
イ
ス
は
マ
ン
ゴ
ウ
ニ
壷
と
大
梨
二
○
筒
を
長
崎
か

昌
目
函
田
の

ら
送
っ
て
来
た
。
し
か
し
手
紙
は
な
か
っ
た
。

藩
主
は
今
日
オ
ラ
ン
ダ
人
を
正
餐
に
招
い
た
。
ま
た
私
に
伝
言
を
よ
こ
し

英
人
も
招
く
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
キ
ャ
プ
テ
ン
・
コ
ピ
ン
ド
ー
ル
が
帰
っ

て
く
る
ま
で
見
合
わ
せ
る
と
い
っ
た
。

一
○
月
二
七
日

今
日
我
々
の
ジ
ャ
ン
ク
、
シ
ー
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
号
の
帆
柱
が
立
っ

た
。
三
、
四
○
○
人
の
男
た
ち
が
こ
れ
に
集
っ
た
。
隣
人
た
ち
す
べ
て
、
と

い
う
よ
り
は
全
町
の
人
が
、
彼
ら
の
下
僕
を
送
り
、
ま
た
我
々
と
付
合
い
の

あ
石
人
は
彼
ら
自
身
が
来
て
、
日
本
気
質
に
よ
り
酒
や
食
物
を
ジ
ャ
ン
ク
に

持
参
し
て
、
順
調
な
航
海
を
祈
っ
た
。
士
官
全
員
は
各
々
酒
の
小
樽
一
樽
を

贈
ら
れ
た
、
ま
た
彼
ら
の
俸
給
の
前
払
い
と
し
て
銀
一
枚
ず
つ
が
支
給
さ
れ

る
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
私
は
こ
れ
を
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
の
来
る
ま
で

見
合
わ
さ
せ
た
。

伏
見
の
藩
主
の
家
来
に
白
天
竺
木
綿
一
コ
ル
ジ
ニ
○
レ
ア
ル
の
品
四
○
反

を
、
一
反
一
四
匁
ず
つ
で
売
っ
た
。
合
計
五
六
○
匁
で
あ
る
。

平
戸
侯
は
私
に
鹿
一
頭
を
贈
っ
て
く
れ
た
。

一
○
月
二
八
日

・
コ
レ
サ
ン
の
細
君
が
酒
一
壷
と
無
花
果
そ
し
て
蜜
柑
を
糸
や
げ
に
持
ち
、

○
．
門
の
⑩
四
口
◎

生
後
二
○
日
の
娘
を
抱
い
て
英
国
商
館
に
来
て
、
娘
の
名
前
を
つ
け
て
く
れ

と
望
ん
だ
の
で
、
そ
の
同
意
を
得
て
エ
リ
ザ
ベ
ス
に
し
た
。

一
四
九
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上
総
樹
』
Ｔ
家
来
）
の
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
主
君
か
ら
受
け
と
っ

た
手
紙
に
大
御
所
様
は
大
坂
に
戻
る
は
ず
で
、
主
君
も
同
行
し
、
破
損
し
た

城
を
強
化
し
な
満
し
て
守
備
兵
を
入
れ
る
と
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
そ
れ
は
ま

た
戦
争
が
起
る
前
兆
で
あ
る
。
神
よ
ど
う
か
世
の
中
が
う
ま
く
ま
と
ま
り
ま

す
よ
う
に
。

一
○
月
二
九
日

我
々
は
豊
後
様
か
ら
豚
一
五
匹
を
買
っ
た
。
値
段
は
全
部
で
丁
銀
八
○
匁

で
あ
っ
た
。

一
○
月
三
○
日

（
妬
）

我
々
の
オ
ジ
ァ
ン
ダ
ー
号
に
水
先
案
内
人
を
派
遣
し
て
く
れ
た
五
島
の
代

の
：
①
日
の
円

官
が
、
今
日
英
国
商
館
を
見
に
訪
れ
、
牛
肉
と
鶏
一
○
羽
を
贈
り
物
と
し
て

（
妬
）

持
参
し
た
。
彼
は
背
骨
の
痛
承
を
い
や
す
た
め
に
壱
岐
の
温
泉
に
行
く
と
こ

ろ
だ
そ
う
だ
。

支
那
甲
必
丹
は
今
夜
半
弟
が
彼
あ
て
に
陸
路
手
紙
を
よ
こ
し
た
と
い
い
、

そ
の
手
紙
に
鏡
と
権
六
殿
が
、
我
念
の
仕
事
で
兄
弟
が
シ
ナ
に
送
ろ
う
と

し
た
一
艘
の
ソ
マ
船
す
な
わ
ち
ジ
ャ
ン
ク
を
長
崎
で
停
船
さ
せ
た
そ
う
で
、

の
。
目
四

今
の
噂
に
よ
れ
ば
シ
ナ
の
近
く
の
高
砂
ど
呼
ば
れ
る
島
に
兵
隊
を
運
ぶ
た
め

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
私
は
む
し
ろ
大
御
所
様
が
琉
球
を
、
た
ぶ
ん

秀
頼
様
が
潜
伏
し
て
は
い
な
い
か
と
考
え
て
調
べ
よ
う
と
し
て
い
る
た
め
だ

と
考
え
る
。

私
は
長
崎
に
二
通
の
手
紙
を
書
い
た
。
一
通
は
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド
ゥ
ロ
イ

ス
に
チ
ャ
ン
の
見
本
を
送
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
同
時
に
マ
ン
ゴ
ウ
と

梨
が
送
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
報
告
す
る
た
め
で
あ
る
。
も
う
一
通
ほ
メ
ル
ヒ

ョ
ル
・
フ
ァ
ン
・
サ
ン
ト
フ
ォ
ル
ト
あ
て
で
、
長
崎
で
作
ら
せ
る
四
種
の
大

法
政
史
学
第
二
十
一
号

一
五
○

釘
ま
た
は
鋲
の
表
で
あ
る
。
大
釘
一
○
○
○
本
、
よ
り
小
さ
い
も
の
一
○
○

○
本
。
な
お
小
さ
い
あ
の
一
五
○
○
本
、
最
小
の
も
の
二
○
○
○
本
。

一
○
月
三
一
日

上
総
様
の
家
来
が
、
か
ね
て
広
言
し
て
い
た
通
り
に
こ
れ
か
ら
我
と
に
よ

く
し
て
く
れ
る
ら
し
い
の
で
、
私
は
ハ
ン
ト
君
が
以
前
に
く
れ
た
大
型
ピ
ス

ト
ル
一
挺
を
贈
り
物
と
し
た
。

一
一
月
一
日
鏑
鯛
式
調
に
も
弔
日
）

（
”
）

今
日
は
日
本
人
の
間
の
祭
礼
で
、
馬
を
走
ら
せ
弓
矢
で
的
を
射
る
の
で
あ

る
ｏ

’
一
月
二
日

（
叩
）

長
崎
経
由
で
一
シ
ナ
人
を
通
じ
て
一
通
の
手
紙
を
シ
ャ
ム
の
ガ
ー
ネ
イ
君

§
屋
９
９

に
書
き
、
シ
ー
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
号
が
昨
年
破
船
し
て
琉
球
に
着
い
た
次

第
と
、
現
在
ほ
ぼ
昨
年
と
同
じ
量
の
荷
を
積
ん
で
彼
地
に
行
く
用
意
が
で
き

て
い
て
、
エ
ド
モ
ン
ド
・
セ
イ
ヤ
ー
ズ
と
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
が
乗
っ

て
行
く
こ
と
を
報
告
し
た
。
ま
た
オ
ジ
ァ
ン
ダ
ー
号
が
当
地
に
着
き
、
ラ
ル

フ
・
コ
ピ
ン
ド
ー
ル
が
指
揮
官
で
、
ジ
ョ
ン
・
ハ
ン
ト
が
船
長
で
あ
り
、
彼

と
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
は
日
本
の
朝
廷
に
行
っ
て
い
る
こ
と
、
オ
ラ
ン

ダ
人
が
黒
た
ん
を
積
ん
だ
ジ
ャ
ン
ク
と
い
う
か
っ
こ
う
の
獲
物
を
海
で
得

て
、
大
御
所
様
が
船
も
品
物
も
彼
ら
の
自
由
に
し
て
よ
い
と
許
可
し
た
こ
と

も
報
告
し
た
。

一
一
月
三
日

平
戸
侯
は
英
船
の
船
員
の
一
人
を
追
放
し
た
。
そ
の
船
員
を
刀
で
傷
つ
け

た
た
め
に
若
い
紳
士
を
内
匠
殿
が
追
放
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
紳
士
は

呼
び
戻
さ
れ
、
船
員
は
追
放
さ
れ
、
内
匠
殿
は
叱
責
さ
れ
た
。
ま
た
あ
る
若
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者
が
盗
み
を
し
た
た
め
に
斬
罪
に
処
せ
ら
れ
た
。

一
一
月
五
日

権
六
殿
の
家
来
の
一
人
が
都
か
ら
来
て
、
キ
ャ
プ
テ
ン
・
コ
ピ
ン
ド
ー
ル

が
駿
河
か
ら
戻
り
、
た
だ
ち
に
平
戸
に
こ
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
っ
た
。

’
一
月
六
日

我
々
は
今
日
道
の
向
う
の
ジ
ョ
ア
ン
殿
の
家
を
地
所
と
も
一
貫
七
○
○
匁

。
ｇ
§
の

で
買
い
、
昨
年
と
今
年
の
借
賃
は
払
わ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
我
々

の
商
館
に
近
く
、
道
を
隔
て
て
建
っ
て
い
る
大
き
な
家
で
、
船
具
や
そ
の
他

の
ど
ん
な
物
で
も
し
ま
っ
て
置
く
の
に
ふ
さ
わ
し
い
。
そ
し
て
彼
は
こ
の
売

買
に
伴
な
っ
て
、
こ
の
家
の
前
に
壁
を
造
る
た
め
に
小
舟
三
○
隻
分
の
石
を

我
犬
に
よ
こ
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

私
は
キ
ャ
プ
テ
ン
Ｏ
コ
ピ
ド
ー
ル
か
ら
の
手
紙
二
通
を
受
け
取
っ
た
。
一

通
は
都
発
一
○
月
二
四
日
付
、
そ
し
て
他
は
大
坂
発
一
○
月
二
八
日
付
で
あ

る
。
そ
し
て
他
に
二
通
、
イ
ー
ト
ン
君
か
ら
受
け
取
っ
た
。
一
通
は
都
発
同

月
一
一
三
日
付
、
他
は
大
坂
発
同
月
二
八
日
付
で
あ
る
。
そ
の
中
で
キ
ャ
プ
テ

ン
・
コ
ピ
ン
ド
ー
ル
は
、
大
御
所
様
が
彼
が
携
帯
し
た
贈
り
物
を
非
常
に
喜

ん
で
受
理
し
、
彼
に
時
服
五
枚
、
槍
の
穂
先
一
○
振
、
矢
尻
一
○
○
箇
、
脇

差
三
振
を
賜
わ
り
、
ま
た
我
な
の
た
め
に
薩
摩
侯
に
あ
て
て
そ
の
全
領
内
で

貿
易
す
る
よ
う
に
と
の
書
状
を
下
賜
さ
れ
た
と
報
告
し
て
来
た
。
彼
は
ま
た

（
皿
）

大
御
所
様
が
江
一
戸
の
伴
天
連
達
の
と
こ
ろ
へ
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
を
や

り
、
（
柳
の
領
地
の
外
へ
僧
衣
を
着
た
者
す
べ
て
を
追
放
し
た
の
に
、
な
ぜ
ま

た
来
た
か
を
尋
ね
さ
せ
た
こ
と
も
書
い
て
き
た
ｂ
彼
は
今
後
日
本
人
が
メ
キ

シ
コ
へ
行
け
ば
死
刑
に
す
る
と
い
う
布
告
を
出
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
伴

天
連
達
は
船
で
メ
キ
シ
コ
か
ら
着
い
た
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ
ク
ス
日
記
」
試
訳
（
武
田
・
森
）

一
一
月
七
日

（
鯛
）

私
は
シ
ャ
ム
の
ガ
ー
ネ
イ
君
に
あ
て
て
写
し
に
あ
る
よ
う
な
手
紙
一
通
を

書
い
た
、
そ
し
て
長
崎
の
メ
ル
ヒ
ョ
ル
・
フ
ァ
ン
・
サ
ン
ト
フ
ォ
ル
ト
に
、

同
地
に
む
か
う
最
初
の
船
で
発
送
し
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
だ
。
ガ
ー
ネ
イ

君
あ
る
い
は
他
の
そ
の
地
位
に
当
る
人
に
あ
て
、
船
が
来
る
の
が
前
も
っ
て

わ
か
っ
た
ら
、
船
荷
を
用
意
す
る
よ
う
に
ど
い
っ
て
や
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
私
は
二
通
の
手
紙
を
書
い
た
、
一
通
は
支
那
甲
必
丹
の
便
に
よ
っ

て
、
メ
ル
ヒ
ョ
ル
に
八
○
○
○
本
の
鋲
を
買
う
よ
う
に
云
っ
た
も
の
、
そ
し

て
も
う
一
通
は
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド
ゥ
ロ
イ
ス
に
五
な
い
し
六
○
○
斤
の
松
や

に
を
買
い
付
け
る
よ
う
に
い
っ
て
や
っ
た
も
の
で
あ
る
。

一
一
月
八
日

私
は
長
崎
発
新
暦
二
月
一
四
日
付
の
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド
ゥ
ロ
イ
ス
の
手

（
川
）

紙
を
受
け
取
っ
た
。
彼
は
そ
の
中
で
薩
摩
侯
が
四
○
○
隻
の
兵
船
を
急
い
で

仕
立
て
た
が
そ
の
目
的
は
知
ら
れ
て
い
な
い
、
と
書
い
て
来
た
。
ま
た
大
御

所
様
が
日
本
の
す
べ
て
の
藩
主
あ
る
い
は
殿
を
次
の
三
月
に
駿
河
に
召
集
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

彼
は
チ
ャ
ソ
を
長
崎
で
一
○
○
斤
三
五
匁
で
買
う
つ
も
り
だ
と
書
い
て
来

た
。

（
叩
）

ウ
ィ
ッ
カ
ム
君
が
か
つ
て
ジ
ョ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
を
解
雇
し
た
と
き
に
、
琉

］
◎
ず
己
］
四
ロ
ロ
ロ

球
で
一
雇
っ
た
マ
ル
チ
ン
と
い
う
名
の
日
本
人
が
脇
差
す
な
わ
ち
短
劔
を
一
振

昌
四
日
目

と
、
御
器
す
な
わ
ち
皿
一
○
枚
を
盗
ん
で
浦
妄
え
ら
れ
斬
罪
を
宣
告
さ
れ
た
。

ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
⑪

し
か
し
彼
は
長
崎
の
住
民
だ
っ
た
の
で
、
藩
主
は
一
命
を
助
け
、
再
び
当
地

に
舞
い
戻
っ
た
ら
死
刑
に
す
る
と
い
う
条
件
で
、
そ
の
領
地
か
ら
永
久
に
追

放
し
た
。

一
五
一
一
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一
一
月
九
日

オ
ラ
ン
ダ
人
が
捕
獲
し
た
ジ
ャ
ン
ク
の
船
長
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
再
び
エ

ン
ク
ホ
イ
ゼ
ン
号
か
ら
足
椥
を
し
た
ま
ま
逃
亡
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
皆
が

レ
ロ
澪
①
司
冊
目

思
う
よ
う
に
見
張
番
が
そ
の
こ
と
を
承
知
し
て
い
な
か
っ
た
ら
で
き
な
か
っ

た
ろ
う
。

逃
げ
た
の
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
船
長
で
は
な
く
、
そ
の
船
の
シ
ナ
人
及
び
カ

フ
ロ
の
奴
隷
一
○
人
で
あ
っ
た
。

権
六
殿
は
平
戸
侯
に
手
紙
を
送
り
、
ダ
ミ
ァ
ン
と
フ
ワ
ン
を
自
由
に
す
る

た
め
で
き
る
だ
け
の
手
は
尺
し
た
が
、
カ
ピ
タ
ン
が
何
も
し
よ
う
と
し
な
か

っ
た
、
し
か
し
船
の
出
る
前
に
彼
が
自
分
自
身
で
出
か
け
て
彼
等
を
連
れ
出

そ
う
と
書
い
て
あ
っ
た
。
こ
れ
が
権
六
殿
の
狡
滑
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
彼
は
今
や
大
御
所
様
が
二
人
を
自
由
に
す
る
よ
う
に
命
じ
た
こ
と
を
知

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
彼
は
ダ
ミ
ァ
ン
の
持
ち
物
を
没
収

し
よ
う
と
し
て
、
彼
ら
を
縛
り
首
に
も
し
か
れ
な
か
っ
た
。

一
一
月
一
○
日

支
那
甲
必
丹
は
長
崎
に
い
る
弟
か
ら
手
紙
を
受
け
取
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば

長
崎
か
ら
シ
ナ
に
向
け
て
七
七
、
八
人
の
乗
組
員
を
乗
せ
て
出
港
し
た
シ
ナ

・
ジ
ャ
ン
ク
す
な
わ
ち
ソ
マ
船
が
海
で
海
賊
に
会
い
、
海
賊
た
ち
は
乗
組
員

全
員
の
の
ど
を
切
り
、
品
物
を
全
部
持
去
り
、
そ
の
結
果
ジ
ャ
ン
ク
は
七
、

八
人
の
死
人
を
乗
せ
て
五
島
の
海
岸
に
打
上
げ
ら
れ
、
残
り
は
船
か
ら
海
中

に
投
げ
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

我
友
の
通
訳
ゴ
レ
サ
ン
は
私
の
勘
定
で
五
匁
を
ペ
ド
ロ
に
支
払
っ
た
。
彼

に
靴
を
買
っ
て
や
る
た
め
で
あ
る
。

（
川
）

マ
テ
ィ
ン
ガ
の
下
碑
の
お
と
が
逃
げ
た
が
、
追
手
が
連
れ
戻
し
た
。
逃
げ

昌
呉
旨
恩

○
ｓ

一
五
二

た
理
由
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
遊
び
た
く
て
我
慢
で
き
な
か
っ
た
た
め
だ
と
答

え
た
。

一
一
月
一
一
日
編
鰯
一
℃
閉
一
一
一
毛
日
）

（
川
）

支
那
甲
必
丹
は
弟
か
ら
手
紙
を
受
け
取
り
、
そ
の
中
に
は
我
灸
か
ら
ダ
テ

旦
巨
（
感
の

イ
ー
布
二
○
○
反
を
買
い
た
い
こ
と
、
ま
た
そ
の
た
め
の
金
を
送
る
つ
も
り

だ
と
書
い
て
あ
っ
た
そ
う
で
、
哀
れ
な
シ
ナ
人
に
そ
れ
を
や
っ
て
彼
等
の
衣

服
に
さ
せ
る
た
め
だ
と
い
う
。
ぞ
の
シ
ナ
人
た
ち
は
琉
球
と
薩
摩
の
海
岸
と

は
漂
着
し
た
二
隻
の
ジ
ャ
ン
ク
に
乗
っ
て
い
た
連
中
で
、
そ
の
中
の
何
人
か

は
お
ぼ
れ
て
し
ま
い
、
の
が
れ
た
連
中
は
丸
裸
だ
っ
た
そ
う
だ
。
彼
の
語
る

と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
彼
ら
兄
弟
は
こ
れ
ら
の
ダ
テ
ィ
ー
布
を
前
述
の
シ
ナ
人

に
や
る
つ
も
り
で
、
彼
ら
の
大
部
分
は
南
京
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
そ
う
だ

が
、
こ
れ
を
英
国
人
の
贈
り
物
だ
と
彼
ら
に
云
う
つ
も
り
で
い
る
。
な
ぜ
な

ら
シ
ナ
貿
易
を
開
く
に
つ
い
て
彼
ら
兄
弟
が
差
配
し
て
い
る
こ
と
で
、
イ
ギ

リ
ス
国
民
を
よ
く
云
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
そ
う
だ
。
彼
ら

兄
弟
は
こ
れ
ら
ダ
テ
ィ
ー
布
に
一
反
に
つ
き
一
○
匁
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。我
々
は
火
薬
一
樽
の
残
り
を
受
け
取
っ
た
。
そ
れ
は
ザ
ン
ザ
パ
ー
の
家
に

残
っ
て
い
た
非
常
に
粗
悪
な
も
の
で
、
我
灸
の
新
し
い
小
屋
に
し
ま
っ
た
。

ニ
ー
ル
ソ
ン
君
は
ジ
ャ
ン
ク
の
書
記
に
慣
例
に
従
っ
て
、
航
海
中
の
船
員
用

の
魚
の
費
用
と
し
て
小
粒
で
三
一
一
一
四
匁
を
支
払
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
が
九
日

に
買
っ
た
米
の
価
格
は
九
三
一
一
匁
四
分
。

一
一
月
一
二
日

私
は
平
戸
侯
の
許
へ
行
き
、
左
兵
衛
殿
が
、
も
し
人
々
が
自
分
の
手
紙
を

見
て
も
二
人
を
自
由
に
し
な
か
っ
た
時
は
、
自
分
に
そ
の
旨
伝
え
て
く
れ
れ
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ぱ
別
の
手
段
を
取
ろ
う
と
言
っ
て
く
れ
た
と
、
イ
ー
ト
ン
君
が
知
ら
せ
て
来

た
こ
と
を
伝
え
た
。
そ
こ
で
平
戸
侯
は
、
人
々
が
二
人
を
自
由
に
し
た
か
ど

う
か
を
権
六
殿
の
所
へ
聞
き
に
や
ろ
う
と
言
っ
て
く
れ
た
。
権
六
殿
の
家
来

が
私
を
尋
ね
て
来
て
い
た
が
、
彼
が
こ
こ
へ
来
た
こ
と
は
口
外
し
な
い
で
ほ

し
い
と
私
に
頼
ん
だ
。
彼
ら
と
は
二
重
に
取
引
き
す
る
こ
と
に
な
る
。

一
一
月
一
五
日

平
戸
侯
の
肥
前
様
は
大
御
所
様
の
御
用
と
し
て
左
兵
衛
殿
に
送
る
た
め
に

（
叩
）

象
嵌
入
燧
石
鳥
銃
八
丁
を
取
り
に
よ
こ
し
た
。
私
は
一
丁
二
○
○
匁
の
値
を

⑩
ロ
、
□
ず
四
口
口
の

つ
け
、
そ
の
］
臼
左
兵
衛
殿
に
書
き
送
り
、
同
時
に
ダ
ミ
ア
ン
と
フ
ワ
ン
の
釈

放
に
つ
い
て
権
六
殿
あ
て
に
手
紙
を
書
い
て
く
れ
た
こ
と
を
謝
し
た
。

一
一
月
二
一
日
編
鯛
一
刈
朋
一
匪
日
）

藩
主
の
家
来
の
武
士
の
一
人
が
私
に
贈
り
物
に
鶏
五
羽
を
く
れ
た
。
ま

た
、
ス
キ
テ
と
朝
鮮
人
が
そ
れ
ぞ
れ
蜜
柑
一
篭
を
く
れ
た
。

の
丙
】
［
の

一
一
月
二
二
日

（
叩
）

備
後
の
鞆
の
定
宿
の
女
主
人
が
長
崎
か
ら
一
民
り
、
英
国
商
館
を
訪
れ
て
梨

を
贈
り
物
に
く
れ
た
。
私
は
彼
女
に
託
し
て
イ
ー
ト
ン
君
に
手
紙
を
送
っ

た
。
五
日
前
に
藩
主
の
家
来
を
通
じ
て
送
っ
た
手
紙
と
同
じ
趣
旨
の
も
の
で

あ
る
。
ま
た
私
は
長
崎
の
メ
ル
ヒ
ョ
ル
・
フ
ァ
ピ
サ
ン
ト
フ
ォ
ル
ト
と
ジ
ョ

ル
ジ
ュ
・
ド
ゥ
ロ
イ
ス
あ
て
に
二
通
手
紙
を
書
き
、
鋲
を
八
○
○
○
本
と
、

オ
ジ
ァ
ン
ダ
ー
号
を
整
備
す
る
た
め
シ
ナ
の
油
八
樽
を
支
那
甲
必
丹
の
弟
か

ら
買
う
よ
う
に
指
示
し
、
そ
の
た
め
に
早
舟
を
一
隻
送
っ
た
。

一
一
月
一
一
三
日

藩
主
は
私
に
権
六
殿
か
ら
受
け
取
っ
た
手
紙
を
送
っ
て
よ
こ
し
た
。
権
六

殿
は
藩
主
に
ダ
ミ
ァ
ン
と
フ
ワ
ン
・
デ
・
リ
モ
ハ
ナ
を
自
由
に
す
る
と
知
ら

「
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ
ク
ス
日
記
」
試
訳
（
武
田
・
・
森
）

せ
て
き
て
い
た
。

一
一
月
二
四
日

夜
ふ
け
に
オ
ジ
ァ
ン
ダ
ー
号
の
砲
手
の
船
室
か
ら
一
五
○
斤
の
重
さ
に
相

当
す
る
鉛
が
盗
ま
れ
た
。
大
砲
の
火
門
の
お
お
い
と
、
船
を
修
理
す
る
際
に

舷
側
か
ら
は
ぎ
と
っ
た
古
い
鉛
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
砲
手
ジ
ョ
ン
・
ク
ロ

］
ロ
○
・
○
ｓ
ロ
、
ゲ

ー
の
船
室
か
ら
盗
ま
れ
た
が
、
彼
が
そ
れ
を
黙
認
し
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら

な
い
。
ま
た
も
や
疑
い
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
ロ
ピ
ン
に
か
か
っ
た
。

丙
○
ず
］
口

彼
は
自
分
の
盗
ん
だ
鋲
と
い
っ
し
ょ
に
以
前
に
鉛
を
少
を
売
り
た
い
と
申
し

出
て
、
盗
品
と
も
ど
も
つ
か
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
〈
ソ
ト

君
の
話
に
よ
る
と
、
倉
庫
か
ら
さ
ら
に
二
○
○
斤
以
上
の
鉛
が
盗
ま
れ
て
い

る
そ
う
で
、
く
だ
ん
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
と
も
う
一
人
同
郷
の
ジ
ョ
ッ
キ

］
。
。
汚
］

Ｉ
が
数
回
に
わ
た
っ
て
運
び
去
っ
た
も
の
ら
し
い
。

一
一
月
二
五
日

我
と
は
琉
球
で
ジ
ャ
ン
ク
か
ら
逃
亡
し
た
悪
者
の
日
本
人
水
夫
に
出
会

っ
た
。
そ
れ
で
、
彼
が
平
戸
の
町
を
歩
い
て
い
て
オ
ラ
ン
ダ
人
に
雇
わ
れ
る

と
こ
ろ
を
見
か
け
た
の
で
、
と
い
う
の
は
ヤ
コ
ブ
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
は
い
つ
で

も
以
前
に
英
国
商
館
で
働
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
人
間
を
一
雇
い
入
れ
た
が

る
気
性
な
の
だ
が
、
こ
の
男
を
捕
え
て
裁
判
官
の
前
に
連
れ
て
ゆ
き
、
彼
に

対
し
て
述
べ
ら
れ
る
罪
状
に
対
し
て
申
し
開
き
す
る
ま
で
拘
束
し
て
も
ら
っ

た
。

一
一
月
二
六
日

平
戸
侯
は
ス
ペ
イ
ン
酒
一
瓶
を
取
り
に
来
さ
せ
、
オ
ス
タ
ウ
ィ
ッ
ク
君
の

外
套
の
色
が
美
を
し
く
王
者
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ら
買
い
た
い
と
言
っ
た
。
オ

ス
タ
ウ
ィ
ヅ
ク
君
は
藩
主
に
二
○
○
匁
で
売
っ
た
。
私
か
聞
い
た
と
こ
ろ
に

一
五
三
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よ
れ
ば
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
カ
ピ
タ
ン
が
オ
ラ
ン
ダ
大
船
か
ら
逃
亡
し
、
今

月
ひ
そ
か
に
彼
を
待
っ
て
仮
泊
し
て
い
た
四
隻
の
帆
船
に
向
っ
て
泳
い
で
い

っ
た
そ
う
だ
。
こ
の
た
め
、
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
は
船
長
の
デ
ィ
リ

ロ
①
ｑ
旨
丙

ツ
ク
・
デ
・
フ
リ
ー
ス
に
対
し
て
大
変
立
腹
し
て
い
る
そ
う
だ
。

』
の
ぐ
ユ
の
⑩

一
一
月
二
七
日

早
朝
私
は
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
か
ら
今
月
一
七
日
小
倉
発
の
手
紙
を

受
け
取
っ
た
。
彼
は
二
、
三
日
う
ち
に
こ
ち
ら
へ
来
た
い
と
言
い
、
キ
ャ
プ

テ
ン
・
ゴ
ピ
ン
ド
ー
ル
を
健
康
の
す
ぐ
れ
ぬ
ま
ま
都
に
残
し
て
来
た
こ
と
、

ダ
ミ
ア
ン
と
フ
ワ
ン
・
デ
・
リ
ニ
ハ
ナ
の
釈
放
方
に
つ
き
大
御
所
様
か
ら
の

お
墨
付
を
持
っ
て
来
る
こ
と
を
書
い
て
よ
こ
し
た
。
私
は
彼
に
直
ち
に
返
事

を
書
き
、
知
工
（
事
務
長
）
の
甚
五
郎
に
託
し
、
丁
銀
五
個
二
○
○
匁
も
、

の
ご
ｍ
『
ｏ

必
要
が
あ
れ
ば
陣
晦
崎
帰
る
時
に
使
用
す
る
よ
う
に
添
え
て
託
し
た
。
彼
は
金

子
を
持
ち
合
せ
な
い
と
書
い
て
来
た
か
ら
で
あ
る
。

キ
ャ
プ
テ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
は
正
餐
の
す
ぐ
あ
と
帰
っ
て
来
た
。
我
々
は
大

御
所
様
、
後
藤
庄
三
郎
、
左
兵
衛
殿
か
ら
の
手
紙
を
手
渡
そ
う
と
し
て
藩
主

の
館
に
出
向
い
た
。
し
か
し
藩
主
は
鷹
狩
り
に
出
か
け
、
我
女
は
手
紙
を
家

老
の
大
炊
殿
に
預
け
て
帰
館
し
た
。

一
一
月
二
八
日

キ
ャ
プ
テ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
は
エ
ド
モ
ン
ド
・
セ
イ
ヤ
ー
ズ
と
ジ
ョ
ン
・
オ

ス
タ
ウ
ィ
ッ
ク
と
共
に
長
崎
へ
ダ
ミ
ァ
ン
・
マ
リ
ン
と
う
ワ
ン
・
デ
・
リ
ニ

パ
ナ
の
釈
放
に
関
す
る
お
墨
付
を
持
っ
て
行
っ
た
。
キ
ャ
プ
テ
ン
・
コ
ピ
ン

ド
ー
ル
は
午
前
中
こ
ち
ら
に
着
い
た
。

一
一
月
二
九
日

大
坂
の
宿
主
が
送
っ
た
と
書
い
て
よ
こ
し
た
諸
白
二
樽
は
キ
ャ
プ
テ
ン
。

一
五
四

コ
ピ
ソ
ド
ー
ル
が
乗
っ
て
来
た
帆
船
で
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ウ

ィ
ッ
カ
ム
君
が
茎
漬
物
や
そ
の
他
の
物
を
入
れ
て
送
っ
た
二
○
○
匁
相
当
の
ね

う
ち
の
箱
も
同
様
同
船
中
で
紛
失
し
た
。
さ
も
な
け
れ
ば
ど
ち
ら
も
船
に
積

み
込
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

’
一
月
三
○
日

午
後
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ア
グ
ム
ズ
が
ダ
ミ
ア
ソ
・
マ
リ
ソ
を
と
も
な
っ
て
長

崎
か
ら
帰
っ
た
。
し
か
し
フ
ワ
ン
・
デ
・
リ
ニ
〈
ナ
は
上
陸
し
て
病
気
に
な

り
長
崎
に
残
っ
た
。
人
々
は
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
が
行
く
前
の
日
に
二

人
を
釈
放
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ダ
ミ
ァ
ソ
の
語
っ
た
と
こ
ろ
に

よ
る
と
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
は
彼
ら
に
死
を
宣
告
し
て
い
て
、
彼
は
死
す

べ
き
者
と
し
て
、
徴
悔
を
し
、
死
に
備
え
る
よ
う
言
わ
れ
て
い
た
そ
う
だ
。

こ
れ
は
何
か
月
か
前
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
来
釈
放
さ
れ
る
瞬
間
ま
で
、
い
つ

死
な
ね
ば
な
ら
ぬ
か
と
思
っ
て
き
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
カ

ピ
タ
ン
は
山
ほ
ど
の
約
束
を
し
て
、
自
分
と
と
も
に
行
く
よ
う
に
説
得
し
よ

う
と
し
た
が
、
説
得
で
き
な
い
と
わ
か
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
人
と
も
オ
ラ
ン
ダ

人
と
も
行
か
な
い
こ
と
を
約
束
さ
せ
よ
う
と
し
た
そ
う
だ
。

私陸狙州←蝋一『川一漏〆から、ｈ洲へ行くとき私が貸し
た
銀
の
塩
入
れ
、
銀
の
さ
じ
二
本
と
フ
ォ
ー
ク
二
本
、
な
ら
び
に
や
は
り
貸

し
て
あ
っ
た
銀
の
小
カ
ッ
プ
す
な
わ
ち
味
見
用
小
杯
を
返
し
て
も
ら
っ
た
。

彼
は
ま
た
私
に
大
御
所
様
か
ら
賜
わ
っ
た
時
服
の
う
ち
の
一
枚
と
上
等
の
カ

シ
ョ
す
な
わ
ち
チ
ャ
ウ
ダ
ー
布
一
反
を
贈
り
物
に
く
れ
た
。

ｎ
ｍ
の
声
。

一
二
月
二
日

ル
イ
ス
・
マ
ル
テ
ィ
ン
が
平
戸
へ
来
て
私
に
食
．
〈
ソ
を
く
れ
、
色
々
と
お
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世
辞
を
言
い
、
私
が
多
く
の
人
か
ら
、
ダ
ミ
ア
ン
と
フ
ワ
ン
を
自
由
に
し
て

や
る
と
い
う
蔬
蕊
恋
深
い
行
為
に
よ
っ
て
賞
賛
さ
れ
て
い
る
と
語
り
、
ま
た
、

こ
の
件
に
関
し
て
は
船
の
カ
ピ
タ
ン
に
落
度
は
な
く
、
悪
い
の
は
ス
ペ
イ
ン

人
た
ち
だ
と
言
っ
た
。
い
づ
れ
に
せ
よ
、
そ
の
よ
う
に
権
力
を
ふ
る
う
な
ら

彼
ら
は
全
部
我
々
の
敵
で
あ
る
。

私
は
彼
が
八
日
か
一
○
日
の
問
町
に
い
て
ひ
そ
か
に
宿
に
泊
っ
て
い
た
こ

と
を
聞
い
た
が
何
の
理
由
か
は
知
ら
な
い
。
私
は
彼
に
、
す
こ
し
前
に
彼
が

町
に
い
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
彼
は
否
定
は
せ
ず

絹
を
売
る
た
め
だ
っ
た
と
言
っ
た
。

一
二
月
一
一
一
日

朝
早
く
藩
主
の
と
こ
ろ
か
ら
我
々
を
夕
食
に
招
待
し
仁
来
た
。
我
々
の
ジ

ャ
ン
ク
が
シ
ャ
ム
へ
行
く
用
意
が
で
き
た
こ
と
を
知
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
宴

会
は
す
ば
ら
し
か
っ
た
が
、
酒
は
過
分
で
あ
っ
た
。
出
席
し
た
英
国
人
は
キ

ャ
プ
テ
ン
・
コ
ピ
ン
ド
ー
ル
、
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
、
ニ
ー
ル
ソ
ン
君

エ
ド
モ
ン
ド
、
セ
イ
ヤ
ー
ズ
、
ジ
ョ
ン
・
オ
ス
タ
ウ
ィ
ッ
ク
、
そ
し
て
私
で

あ
る
。

一
二
月
五
日

私
は
今
日
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
に
銀
六
○
○
ポ
ン
ド
を
渡
し
た
。
そ

（
Ⅲ
）

の
う
ち
四
○
ポ
ン
ド
一
○
シ
リ
ン
グ
は
対
馬
の
灰
吹
銀
、
残
り
は
レ
ァ
ル
貨

で
、
あ
わ
せ
て
二
四
貫
で
あ
る
。

一
二
月
六
日

私
は
ビ
ス
ケ
ッ
ト
二
○
壷
と
紙
五
○
○
枚
を
ジ
ャ
ン
ク
に
送
り
、
キ
ャ
プ

テ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
に
シ
ャ
ム
へ
の
船
旅
に
際
し
て
手
紙
を
渡
し
た
。
す
な
わ

ち
、
（
刈
ヤ
ム
の
支
配
人
ジ
ョ
ン
・
ガ
ー
ネ
イ
君
へ
一
通
、
バ
ン
タ
ム
の
支
配

「
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ
ク
ス
日
記
」
試
訳
（
武
田
・
森
）

（
烟
）

人
ジ
ョ
ン
・
ジ
ャ
ー
デ
ン
君
へ
一
通
、
ペ
タ
ー
ー
の
支
配
人
ア
ダ
ム
・
デ
ン
ト

］
◎
ず
ロ
］
◎
巨
『
＠
の
ロ

ン
君
へ
一
通
。
そ
し
て
、
ジ
ョ
ン
・
ガ
ー
ネ
イ
君
あ
て
の
包
承
に
、
送
ろ
う

（
川
）

（
叩
）

と
す
る
積
荷
と
商
品
全
部
の
船
荷
証
券
を
同
封
し
た
。
ま
た
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト

を
三
壷
、
一
つ
は
ガ
ー
ネ
イ
君
へ
、
一
つ
は
シ
ャ
ー
プ
君
へ
、
一
つ
は
デ
ン

ト
ン
君
へ
、
私
自
身
の
贈
り
物
と
し
て
積
承
込
ん
だ
。
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ア
ダ

ム
ズ
と
エ
ド
モ
ン
ド
・
セ
イ
ャ
ー
ズ
ヘ
は
、
も
し
シ
ャ
ム
へ
到
着
し
な
か
っ

た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
事
を
運
ん
だ
ら
よ
い
か
に
つ
い
て
の
メ
モ
を
手
渡
し

た
。そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
シ
ー
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
号
は
停
泊
地

を
出
発
し
、
オ
ラ
ン
ダ
人
は
出
発
に
際
し
て
六
発
の
祝
砲
を
打
っ
た
。
す
ぐ

（
川
）

後
で
ヤ
ン
６
，
ヨ
ー
ー
ス
テ
ン
が
都
へ
行
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
人
は
出
発
の
と
ぎ
九

］
ロ
。
．
『
。
◎
の
①
ロ

発
の
砲
を
打
っ
た
。
私
は
ジ
ャ
ン
ク
で
川
内
浦
ま
で
行
き
、
ブ
ド
ウ
酒
一

樽
、
密
柑
一
篭
、
梨
一
篭
と
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
篭
の
三
分
の
一
鐸
曇
し
、
日
本

気
質
で
出
発
す
る
仲
間
の
健
康
を
祈
っ
て
杯
を
あ
げ
て
か
ら
戻
っ
た
。

一
二
月
七
日

風
も
天
候
も
大
変
良
か
っ
た
の
で
、
シ
ー
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
号
は
け
さ

川
内
浦
か
ら
シ
ャ
ム
へ
向
け
て
出
帆
し
た
。
神
が
同
船
に
順
調
な
船
旅
を
与

え
給
わ
ん
こ
と
を
。

一
二
月
八
日

我
為
は
オ
ジ
ア
ン
ダ
ー
号
に
舶
載
し
て
来
た
蝋
を
計
量
し
、
一
ト
ン
不
足

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
ｂ
我
々
は
胡
椒
も
計
量
し
、
こ
れ
は
一
一
ト
ン
以

上
不
足
し
て
い
る
。
ま
ち
が
い
な
く
こ
れ
ら
は
水
夫
た
ち
が
横
領
し
盗
承
去

ったのである。私は支那甲必丹の親類の一（剤を胡椒の代金を持つ
ｚ
ご
ロ
■
□

て
来
さ
せ
る
た
め
に
対
馬
に
派
遣
し
、
同
地
の
宿
主
に
あ
て
て
そ
の
金
額
を

一
五
五
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二
官
に
渡
す
よ
う
に
手
紙
を
出
し
た
。
そ
し
て
、
宿
主
が
金
を
出
さ
な
い
よ

う
な
場
合
に
備
え
て
、
対
馬
侯
に
裁
き
を
依
頼
す
る
手
紙
を
書
い
た
。
ま
た

私
は
宿
主
に
一
コ
ル
ジ
八
レ
ア
ル
の
白
天
竺
木
綿
二
反
、
一
コ
ル
ジ
一
五
レ

ア
ル
の
青
バ
イ
ラ
ム
布
二
反
を
贈
り
物
と
し
、
一
一
官
に
宿
主
へ
の
六
一
七
○

斤
の
胡
椒
と
水
牛
の
角
三
○
五
本
の
勘
定
書
を
渡
し
た
。

三
一
月
九
日

我
犬
は
オ
ジ
ア
ン
ダ
ー
号
を
浮
か
べ
て
沖
へ
出
し
た
。
こ
れ
は
過
去
二
度

の
大
潮
の
時
期
に
は
出
来
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

支
那
甲
必
丹
ア
ン
ド
レ
ア
・
デ
ィ
テ
ィ
ス
に
、
銀
杯
を
作
る
費
用
と
し
て

八
レ
ア
ル
私
自
身
で
貸
し
与
え
た
。
鉛
を
四
○
棹
、
蝋
を
三
○
梱
、
胡
椒
を

五
○
袋
大
坂
へ
送
る
た
め
帆
船
に
積
ん
だ
。

一
二
月
一
○
日

紺
地
は
大
阪
の
イ
ー
ト
ン
君
の
許
へ
送
る
た
め
次
の
よ
う
な
品
を
帆
船
に

積
ん
だ
。

一
○
○
斤
あ
た
り
四
囲
一
“
レ
ア
ル
の
胡
椒
一
○
○
袋
Ⅱ
二
賞
四
二
一
一
一
匁

四分三厘。】ｇワ四ｍ⑰Ｃ８ｂ９ｇ←蔓困ご】８
一
○
○
斤
一
一
四
レ
ア
ル
の
蝋
六
五
梱
Ⅱ
二
賞
六
一
一
一
七
匁
一
分
。

一
○
○
斤
六
レ
ア
ル
の
鉛
四
○
本
Ⅱ
四
賞
四
○
一
匁
六
分
。

積
荷
総
計
一
八
賞
四
六
二
匁
一
分
三
厘
一
一
一
毛
。

支
那
甲
必
丹
は
イ
ー
ト
ン
君
に
砂
糖
づ
け
－
壷
を
贈
っ
た
。
我
々
は
ア
ン

ド
レ
ア
・
デ
ィ
テ
イ
ス
の
丁
銀
一
一
貫
目
を
受
け
取
っ
た
。
そ
の
金
は
彼
が
ニ

ー
ル
ソ
ン
君
に
船
の
費
用
と
し
て
渡
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
彼
は
そ
の

う
ち
一
○
○
匁
を
喜
右
衛
門
殿
に
、
こ
れ
ら
の
商
品
を
大
阪
へ
運
ぶ
船
の
一
屋

Ｃ
巳
四
目
ｏ
Ｄ
ｏ
ｐ
ｏ

用
費
の
一
部
と
し
て
支
払
っ
た
。
全
額
三
五
○
匁
の
う
ち
残
り
は
大
阪
で
ィ

一
五
六

１
ト
ン
君
が
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
去
年
胡
椒
を
買
っ
た
商
人
が
鉛

一
○
蕾
○
斤
あ
た
り
六
五
匁
の
値
を
つ
け
た
が
、
や
が
て
前
言
を
取
り
消
し
て

一
○
○
斤
六
○
匁
の
値
を
つ
け
た
。

一二月一一日編剛一一一一卵一一一毛日）
唐
津
侯
に
次
の
よ
う
な
品
を
売
っ
た
。
一
コ
ル
ジ
ニ
レ
ア
ル
の
白
天
竺

木
綿
六
○
反
Ⅱ
九
○
○
匁
・
ス
ラ
ッ
ト
掛
布
五
反
Ⅱ
五
○
匁
。
計
九
五
○
匁
Ｕ

一
一
一
月
一
一
一
一
日

（
畑
）

我
々
は
ジ
ョ
ア
ン
殿
に
商
館
の
西
側
に
道
を
隔
て
て
建
っ
て
い
る
倉
庫
を

譲
渡
し
て
く
れ
た
代
金
七
○
○
匁
を
丁
銀
で
支
払
い
、
こ
れ
で
全
額
払
っ
た

こ
と
に
な
る
。
そ
の
う
ち
一
貫
目
は
以
前
に
支
払
っ
て
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
船

の
船
長
デ
ィ
リ
ッ
ク
・
デ
・
フ
リ
ー
ス
は
出
発
の
用
意
が
で
き
た
の
で
明
日

我
々
を
正
餐
に
招
待
し
て
く
れ
た
。
大
坂
へ
送
る
荷
物
を
積
ん
で
帆
船
が
戻

っ
て
き
た
。

一
二
月
一
四
日

我
々
は
オ
ラ
ン
ダ
大
船
の
上
で
正
餐
を
取
っ
た
。
陸
に
帰
っ
た
と
き
三
発

の
砲
を
打
っ
て
く
れ
た
。
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
は
正
餐
に
は
来
な
か

っ
た
。
彼
は
う
ぬ
ぼ
れ
が
強
す
ぎ
る
。

一
二
月
一
五
日

私
は
一
シ
ナ
人
に
託
し
て
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド
ゥ
ロ
イ
ス
に
あ
ら
ゆ
る
種

類
の
庭
園
用
の
種
子
を
送
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
手
紙
を
書
い
た
。

一
二
月
一
六
日

支
那
甲
必
丹
の
弟
の
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ハ
ウ
が
私
に
贈
り
物
と
し
て
無
花
果
を

一
樽
だ
っ
た
か
、
日
本
の
青
い
無
花
果
一
壷
だ
っ
た
か
を
く
れ
た
。
我
々
は

オ
ラ
ン
ダ
船
と
オ
ラ
ン
ダ
の
ジ
ャ
ン
ク
の
船
長
た
ち
を
明
日
正
餐
に
招
い
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た
。
彼
ら
は
最
初
の
順
風
で
航
海
に
出
る
支
度
が
出
来
上
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

一
二
月
－
ど
日

我
交
は
オ
ラ
ン
ダ
人
を
正
餐
に
招
き
、
や
っ
て
来
た
面
灸
は
大
船
の
船
長

の
デ
ィ
リ
ヅ
ク
・
デ
・
フ
リ
ー
ス
、
商
人
の
ウ
ィ
ル
レ
ム
・
ヤ
ン
ス
ゾ
ー
ヱ

ヨ
日
．
］
◎
目
の
。
ロ

ジ
鈩
刈
ク
の
船
長
ピ
ー
テ
ル
・
ヤ
ン
ス
ゾ
ー
ン
、
大
船
の
水
先
案
内
人
、
そ

勺
笄
の
円
］
◎
ず
ロ
⑩
◎
回

れ
に
外
科
医
の
フ
レ
デ
リ
ヅ
ク
君
で
あ
る
。
私
は
デ
ィ
リ
ッ
ク
に
封
を
し
な

句
『
の
ロ
ユ
、
丙

い
手
紙
を
運
ん
で
も
ら
た
い
か
っ
た
の
だ
が
、
彼
が
言
う
に
は
、
キ
ャ
プ
テ
ン

・
ス
ペ
ッ
ク
ス
は
、
英
船
が
彼
の
手
紙
を
運
び
現
地
の
オ
ラ
ン
ダ
人
に
渡
し

た
礼
と
し
て
は
、
我
含
の
手
紙
は
封
を
し
て
デ
ィ
リ
ッ
ク
が
運
ん
だ
方
が
喜

ぶ
だ
ろ
う
と
思
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
彼
は
我
々
の
封

を
し
た
の
と
し
な
い
の
と
一
一
通
り
の
手
紙
を
運
ぶ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
私

は
イ
ー
ト
ン
君
か
ら
都
発
一
一
月
一
一
一
一
一
日
付
の
と
大
坂
発
二
月
一
一
一
○
日
付

の
と
一
一
通
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
。
ま
た
、
江
戸
、
駿
河
、
大
坂
で
の
仕
事

（
皿
）

の
勘
定
書
と
キ
ャ
プ
テ
ン
・
コ
ピ
ン
ド
ー
ル
が
上
方
で
贈
り
物
に
し
た
物
品

の
ノ
ー
ト
も
受
け
取
っ
た
。

ダ
ミ
ア
ン
が
フ
ワ
ン
・
デ
・
リ
エ
ベ
ナ
と
長
崎
か
ら
戻
り
、
私
に
諸
白
一

樽
と
梨
一
皿
と
を
贈
り
物
に
く
れ
た
。
大
坂
の
宿
主
が
私
に
日
本
の
硯
箱
を

贈
り
物
に
送
っ
て
く
れ
た
。

一
二
月
二
○
日

私
は
パ
ン
タ
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ジ
ャ
ー
デ
ン
あ
て
に
、
写
し
に
あ
る
通

り
、
オ
ジ
ア
ン
ダ
ー
号
の
到
着
以
来
の
出
来
事
を
書
い
て
送
り
、
同
様
の
手

（
皿
）

紙
を
シ
ャ
ム
の
支
配
人
ジ
ョ
ン
・
ガ
ー
ネ
イ
君
に
も
送
っ
た
。
ま
た
第
三
の

手
紙
を
。
ハ
タ
ー
ー
の
ア
ダ
ム
・
デ
ン
ト
ン
君
に
、
他
に
二
通
キ
ャ
プ
テ
ン
。
Ｗ

「
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ
ク
ス
日
記
」
試
訳
（
武
田
・
森
）

・
ア
グ
ム
ズ
と
ニ
ド
モ
ン
ド
・
セ
イ
ヤ
Ｉ
ズ
に
送
っ
た
。
最
初
の
パ
ン
タ
ム

あ
て
の
手
紙
は
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ヤ
コ
プ
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
の
気
が
変
っ
て
エ
ン

ク
ホ
イ
ゼ
ン
号
で
送
る
こ
と
に
な
り
、
他
の
四
通
も
や
は
り
彼
の
気
が
変
っ

て
シ
ャ
ム
へ
行
く
ピ
ー
テ
ル
・
ヤ
ン
ス
ゾ
ー
ン
の
ジ
ャ
ン
ク
で
送
る
こ
と
に

な
っ
た
。
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ス
ペ
ヅ
ク
ス
は
、
我
々
が
彼
ら
の
手
紙
を
運
ん
だ

礼
と
し
て
我
女
の
手
紙
を
右
の
ど
ち
ら
か
の
経
路
で
送
ろ
う
と
申
し
出
て
く

れ
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
キ
ャ
プ
テ
ン
・
コ
ピ
ン
ド
ー
ル
の
手
紙
一
通
も

パ
ン
タ
ム
あ
て
の
手
紙
に
同
封
し
た
。

一
二
月
二
一
日

支
那
甲
必
丹
の
ア
ン
ド
レ
ア
・
デ
ィ
テ
ィ
ス
か
ら
丁
銀
三
賃
五
○
○
匁
受

け
取
っ
た
。
そ
の
う
ち
五
○
○
匁
は
大
判
一
枚
五
五
○
匁
を
添
え
て
、
助

（
畑
）

太
夫
殿
に
オ
ジ
ア
ン
ダ
ー
号
の
マ
ス
ト
を
購
入
し
て
も
ら
う
た
め
支
払
っ
た

が
、
五
○
○
匁
は
悪
貨
で
戻
さ
れ
て
来
た
。

一二月二一一日（蒜勵乖牌一幸朝一汚堅日）
夜
明
け
方
、
オ
ラ
ン
ダ
人
は
大
砲
と
小
砲
を
沢
山
打
ち
上
げ
た
。
彼
ら
の

元
旦
に
あ
た
る
か
ら
で
あ
る
。
午
前
中
へ
オ
ラ
ン
ダ
人
が
捕
ら
え
た
ジ
ャ
ン

ク
が
シ
ャ
ム
に
向
け
て
平
戸
の
停
泊
地
を
出
発
し
た
。
私
は
ウ
ィ
ッ
ヵ
ム
君

（
皿
）

と
イ
ー
ト
ン
君
に
今
月
一
八
日
と
二
○
日
付
け
で
手
紙
を
書
き
、
今
日
ま
で

手
許
に
お
い
て
お
い
た
が
、
そ
れ
を
左
兵
衛
殿
の
手
の
者
に
託
し
て
送
っ

た
。
ま
た
、
日
本
語
で
彼
の
主
人
に
あ
て
て
、
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
が

も
た
ら
し
た
手
紙
を
受
け
取
っ
た
こ
と
、
及
び
ダ
ミ
ァ
ン
と
フ
ワ
ン
の
釈
放

に
関
し
て
書
き
送
っ
た
。

一
二
月
二
一
一
一
日

今
日
、
一
六
才
の
少
年
が
小
舟
を
盗
ん
で
他
の
島
へ
持
ち
渡
っ
た
科
で
斬

一
五
七
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法
政
史
学
第
二
十
一
号

刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
私
は
藩
主
の
許
へ
助
命
に
人
を
や
り
、
藩
主
も
そ
れ
を

認
め
て
、
し
ば
ら
く
し
て
処
刑
を
暫
時
見
合
わ
せ
る
よ
う
執
行
人
の
あ
と
か

ら
家
来
を
遣
わ
し
て
く
れ
た
の
だ
が
、
執
行
人
は
待
と
う
と
せ
ず
、
助
命
の

便
が
来
る
よ
り
先
に
、
刀
の
切
れ
味
を
た
め
す
た
め
に
少
年
を
一
寸
だ
め
し

に
切
っ
て
殺
し
て
し
ま
っ
た
。

私
は
ピ
ー
タ
ー
・
ウ
ォ
ッ
デ
ン
に
ブ
ド
ウ
酒
一
樽
、
．
〈
ソ
一
○
個
、
密
柑

一
驚
を
持
た
せ
て
川
内
浦
に
い
る
シ
ャ
ム
行
の
ジ
ャ
ン
ク
の
船
長
ピ
ー
テ
ル

・
ヤ
ン
ス
ゾ
ー
ン
の
所
へ
行
か
せ
た
。
そ
の
ジ
ャ
ン
ク
は
同
船
の
修
理
に
つ

い
て
、
日
本
人
た
ち
と
勘
定
の
決
着
を
つ
け
る
た
め
同
地
に
と
ど
ま
っ
て
い

た
も
の
で
、
オ
ラ
ン
ダ
人
た
ち
は
そ
れ
に
つ
き
一
人
の
悪
賢
い
人
間
を
雇
っ

て
い
た
が
、
そ
れ
が
、
ち
ょ
う
ど
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
の
書
役
が
我
々

に
し
た
よ
う
に
、
｛
彼
ら
を
だ
ま
し
た
の
で
あ
る
。
書
役
は
オ
ジ
ァ
ン
ダ
ー
号

の
費
用
と
し
て
大
工
た
ち
の
た
め
に
支
出
し
た
五
○
○
匁
の
金
子
を
持
ち
去

り
、
そ
の
上
に
ジ
ャ
ン
ク
の
費
用
総
額
も
受
け
取
っ
た
の
で
あ
る
。

一
二
月
二
四
日

我
と
の
一
雇
っ
て
い
る
大
工
た
ち
が
来
て
、
ニ
ー
ル
ソ
ン
君
が
ジ
ャ
ン
ク
の

書
役
に
支
払
っ
た
五
○
○
匁
を
も
ら
え
ま
い
か
と
言
っ
た
。
実
際
に
は
書
役

が
大
工
た
ち
を
だ
ま
し
て
ジ
ャ
ン
ク
の
費
用
だ
と
言
っ
た
の
だ
が
、
惠
美
上

は
オ
ジ
ア
ン
ダ
ー
号
の
費
用
な
の
だ
か
ら
、
と
い
う
訳
で
あ
る
。

そ
こ
で
我
を
は
も
う
一
度
五
○
○
匁
支
払
わ
さ
れ
、
ジ
ャ
ン
ク
が
戻
る
ま

で
そ
の
勘
定
と
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
。

（
噸
）

ア
カ
プ
ル
コ
か
ら
来
航
し
た
船
の
ス
ペ
イ
ン
人
三
人
が
英
国
商
館
に
来

た
。
彼
ら
の
言
に
よ
れ
ば
、
七
、
八
艘
の
船
が
南
方
の
海
を
航
行
中
で
、
ペ

ル
ー
の
海
岸
地
帯
で
傷
害
事
件
を
お
こ
し
、
全
船
武
装
し
て
い
る
こ
と
、
ま

一
五
八

た
メ
キ
シ
コ
の
ス
ペ
イ
ン
人
が
す
べ
て
の
外
国
人
を
メ
キ
シ
コ
か
ら
排
し
、

再
び
同
地
へ
貿
易
に
来
さ
せ
な
い
こ
と
を
宣
言
し
、
そ
む
い
た
者
は
死
刑
に

処
す
と
し
た
こ
と
は
い
ず
れ
も
事
実
で
あ
る
そ
う
だ
。

一
二
月
二
五
日

ク
リ
ス
マ
ス
。
内
匠
殿
は
ブ
ド
ウ
酒
二
樽
と
魚
二
尾
を
、
藩
主
は
鯨
二

切
、
支
那
甲
必
丹
は
シ
ナ
酒
一
壷
を
贈
り
物
に
く
れ
た
。
他
の
隣
人
た
ち
も

ク
リ
ス
マ
ス
を
祝
っ
て
さ
さ
や
か
な
も
の
を
贈
っ
て
く
れ
た
。

一
二
月
二
六
日

私
は
藩
主
と
内
匠
殿
の
許
に
、
日
本
の
慣
習
に
従
っ
て
、
贈
り
物
の
礼
を

言
わ
せ
る
た
め
通
訳
を
行
か
せ
た
。（伽
）

今
日
オ
ラ
ン
ダ
人
の
真
諭
の
半
カ
ノ
ン
砲
が
鋳
あ
が
っ
た
。
五
○
賃
の
重

烏
日
】
８
日
。
◎
ロ

ロ
。
．
、
ご
Ｓ
ｃ
ョ
碕
頁

さ
の
す
ば
ら
し
い
砲
で
あ
る
。

一
二
月
二
七
日

夜
に
な
る
こ
ろ
、
藩
主
の
側
用
人
総
右
衛
門
殿
が
、
藩
主
の
許
へ
ゆ
く
途

中
だ
と
い
う
こ
と
で
、
英
国
商
館
へ
来
た
。
支
那
甲
必
丹
が
彼
に
会
っ
た
。

彼
の
用
向
き
と
い
う
の
は
藩
主
が
会
社
か
ら
借
り
て
い
る
金
の
こ
と
で
、
彼

の
言
に
よ
れ
ば
藩
主
は
す
ぐ
支
払
う
そ
う
だ
。
ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
人
が
今
ま

で
に
藩
主
に
掛
け
で
一
○
○
賞
も
の
商
品
を
売
っ
た
よ
う
に
、
来
年
適
当
な

値
段
で
支
払
う
か
ら
我
々
の
商
品
も
譲
れ
と
い
う
趣
の
こ
と
も
言
っ
た
。
彼

（
、
）

が
言
う
に
は
、
藩
主
は
こ
の
よ
う
に
し
て
少
し
づ
つ
祖
父
の
代
か
ら
の
負
債

を
軽
く
し
て
ゆ
く
そ
う
で
、
負
債
が
な
く
な
る
ま
で
は
、
こ
の
状
態
を
続
け

る
の
で
あ
る
。
彼
が
引
き
取
る
商
品
は
都
の
日
本
人
た
ち
に
与
え
る
も
の

で
、
法
印
様
は
彼
ら
か
ら
以
前
に
何
度
か
金
子
を
受
け
取
っ
て
お
り
、
今
だ

仁
利
子
が
ふ
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
続
け
ば
、
彼
に
よ
い
結
果
が
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も
た
ら
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
私
は
会
議
を
開
か
ね
ば
な
ら
な
い
の

で
、
こ
の
こ
と
を
明
日
に
持
ち
こ
す
こ
と
に
し
、
総
右
衛
門
殿
に
は
キ
ャ
プ

テ
ン
・
ス
ペ
ヅ
ク
ス
と
同
様
私
も
喜
ん
で
藩
主
の
た
め
に
出
来
る
だ
け
の
こ

と
を
し
た
い
と
伝
え
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
。

水
夫
の
一
一
コ
ラ
ス
・
グ
ラ
ン
ト
は
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
自
分
の
腕
を
刺
し
た
。

．
ｚ
局
。
］
四
の
の
『
囚
昌

オ
ス
タ
ウ
ィ
ッ
ク
君
が
一
二
ペ
ン
ス
の
金
を
彼
に
貸
そ
う
と
し
な
か
っ
た
か

ら
だ
。

一
二
月
二
八
日

（
、
）

支
那
甲
必
丹
の
新
し
い
家
が
今
日
棟
上
を
し
、
隣
人
た
ち
全
部
は
日
本
気

質
で
彼
に
贈
り
物
を
し
た
Ｐ
私
は
諸
白
一
樽
、
ス
ペ
イ
ン
酒
二
瓶
、
鮭
の
干

物
、
オ
ラ
ン
ダ
チ
ー
ズ
半
分
を
贈
り
、
あ
と
か
ら
隣
人
た
ち
と
一
緒
に
自
分

で
も
出
か
け
た
。
そ
こ
で
私
は
》
砿
王
の
大
工
頭
が
儀
式
を
行
な
う
の
を
見

た
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
た
。
ま
ず
彼
ら
は
届
け
ら
れ
た
贈
り
物

を
す
べ
て
運
び
こ
ゑ
、
大
黒
柱
の
前
に
ず
ら
り
と
並
べ
、
各
灸
の
中
か
ら
一

番
良
い
も
の
を
取
っ
て
柱
の
根
元
に
置
き
、
そ
れ
ら
五
、
六
個
の
ひ
と
つ
ひ

と
つ
に
酒
蕾
を
注
ぐ
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
ひ
ど
く
謙
遜
な
態
度
で
静
か
に
行
な

い
、
そ
の
間
中
一
言
の
言
葉
も
し
ゃ
べ
ら
な
い
。
し
か
し
、
終
っ
た
時
、
彼

ら
は
残
り
の
贈
り
物
を
取
っ
て
大
変
愉
快
に
冗
談
を
言
い
な
が
ら
飲
承
食
い

し
、
つ
い
に
は
舍
負
、
あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど
全
員
が
酔
い
つ
ぶ
れ
る
ほ
ど
だ

っ
た
。
人
女
は
、
新
し
い
家
が
こ
の
よ
う
に
し
て
お
浄
め
が
済
ん
だ
か
ら
に

は
住
む
人
間
に
と
っ
て
幸
運
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
う
と
言
っ
た
。
過

去
に
神
主
た
ち
が
定
め
た
規
定
が
あ
り
、
そ
れ
が
そ
う
教
え
て
い
る
か
ら
で

ず
。
ご
目
■
ロ

あ
る
。

船
員
が
英
国
商
館
に
仮
面
を
か
ぶ
っ
て
や
っ
て
来
て
、
そ
れ
か
ら
ク
リ
ス

「
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ
ク
ス
日
記
」
試
訳
（
武
田
・
森
）

マ
ス
の
余
興
を
上
手
に
楽
し
そ
う
に
や
っ
た
。

’
二
月
二
九
日

私
は
マ
テ
ィ
ン
ガ
に
着
物
を
作
る
よ
う
に
五
○
匁
の
糯
子
一
反
と
一
○
匁

の
タ
フ
タ
一
反
を
与
え
、
セ
ラ
布
の
着
物
二
着
を
お
と
と
ふ
く
に
与
え
た
。

○
８
司
巨
、
。

ま
た
、
一
○
斤
の
プ
リ
ア
マ
ン
胡
椒
で
一
斤
八
分
す
な
わ
ち
一
○
○
斤
八
○

匁
の
も
の
を
藩
主
の
内
科
医
に
売
り
渡
し
た
。

船
長
の
ハ
ン
ト
君
が
ぶ
ん
ぶ
ん
怒
っ
て
陸
に
上
っ
て
来
て
、
ジ
ョ
ン
。
シ

］
ロ
◎
・

エ
パ
ー
ド
に
そ
そ
の
か
さ
れ
て
コ
ッ
ク
の
ジ
ョ
ン
・
コ
コ
ラ
の
頭
を
傷
つ
け

、
冨
目
の
ａ

］
ｐ
Ｐ
Ｃ
ｏ
ｎ
ｏ
『
囚

た
こ
と
を
書
い
て
お
く
の
も
よ
か
ろ
う
。
彼
が
理
由
も
な
し
に
そ
の
男
を
手

荒
く
扱
っ
た
り
打
っ
た
り
し
た
の
は
こ
れ
が
は
じ
め
て
で
あ
る
。

一
二
月
三
○
日

我
灸
は
白
石
灰
七
一
一
三
袋
を
一
袋
三
分
で
買
っ
た
。
大
変
安
か
っ
た
。
私

は
外
科
医
の
た
め
に
船
用
の
諸
白
と
牛
の
脂
肪
を
承
つ
け
て
く
れ
る
よ
う
に

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド
ゥ
ロ
イ
ス
に
手
紙
を
書
い
た
。
神
が
健
康
を
恵
承
給
わ
ん

こ
と
を
。
南
京
の
シ
ナ
人
が
南
京
酒
一
樽
と
シ
ナ
菓
子
一
ダ
ー
ス
を
贈
り
物

に
持
参
し
た
。

一二月一一一一日編鰍一乖牌一幸潮一一一序詞○日）
私
は
マ
テ
ィ
ン
ガ
が
会
社
の
役
に
立
っ
て
い
る
の
で
、
《
住
居
用
と
し
て
一
一
一

○
○
匁
与
え
た
。

ま
た
、
日
本
人
の
床
屋
ら
つ
ば
堂
が
密
柑
一
篭
を
贈
り
物
に
く
れ
た
。

宛
四
℃
ご
口
。
◎

私
は
ジ
ョ
ン
・
〈
ン
卜
君
に
会
社
の
仕
事
の
た
め
に
上
陸
し
て
も
ら
い
、

真
諭
の
滑
車
の
こ
と
で
相
談
に
乗
っ
て
ほ
し
い
の
で
手
紙
を
や
っ
た
が
、
不

機
嫌
な
返
事
を
よ
こ
し
た
こ
と
を
書
き
忘
れ
た
。

一
五
九
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法
政
史
学
第
二
十
一
号

注

（
１
）
イ
ギ
リ
ス
は
ユ
リ
ウ
ス
暦
を
使
用
し
て
い
た
の
で
、
他
の
西
欧
諸
国

の
使
う
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
（
新
暦
と
コ
ッ
ク
ス
は
呼
ぶ
〕
に
一
○
日
遅

れ
る
。
以
下
主
要
な
月
日
に
各
暦
日
を
付
記
す
る
。

（
２
）
Ｏ
茸
の
冷
旨
の
は
８
日
国
日
員
・
大
目
付
か
。

（
３
）
総
兵
衛
、
慶
長
二
年
正
月
法
印
・
隆
信
連
署
の
朱
印
で
、
扶
持
六

石
と
屋
敷
を
下
賜
さ
れ
た
（
御
家
世
伝
草
稿
宗
陽
公
）
。

（
４
）
豆
』
Ｈ
・
】
の
当
ｏ
Ｈ
ｍ
の
長
崎
在
住
の
商
人
。
の
巨
の
四
目
囚
は
日
本
人
妻
。

（
５
）
李
旦

シ
ナ
人
商
人
（
泉
州
出
身
・
甲
必
丹
）
。
平
戸
を
根

レ
ロ
号
８
□
】
民
の

拠
地
と
し
て
ム
ロ
湾
中
心
の
貿
易
に
従
事
、
朱
印
船
貿
易
家
。
弟
華
宇

尋
冨
ョ

と
と
も
に
セ
ー
リ
ス
来
日
（
一
六
一
三
年
）
当
時
か
ら
、
持
家
を
商

館
に
貸
す
な
ど
、
英
国
人
と
関
係
が
深
く
、
中
国
本
土
と
の
交
易
を

周
旋
ず
る
と
い
っ
て
、
し
ば
し
ば
金
品
を
持
ち
出
し
た
。

（
６
）
イ
タ
リ
ア
人
。
英
商
館
の
ジ
ャ
ン
ク
、
シ
ー
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
号

に
ニ
ハ
一
四
年
航
海
士
と
し
て
勤
務
し
た
が
、
そ
れ
が
利
敵
行
為
と

見
な
さ
れ
、
長
崎
碇
泊
中
の
マ
カ
オ
船
に
逮
捕
・
抑
留
さ
れ
た
。

（
７
）
イ
ス
パ
ニ
ア
人
。
ダ
ミ
ア
ン
・
マ
リ
ン
と
と
も
に
、
シ
ー
・
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
号
に
雇
わ
れ
た
船
員
。
そ
れ
を
利
敵
行
為
と
さ
れ
、
グ
ミ

ァ
ン
と
屯
ど
も
に
マ
カ
オ
船
に
逮
捕
さ
れ
た
。

（
８
）
（
巌
月
ｏ
ｇ
ｏ
１
の
］
“
ぐ
①
恩
》
旧
呂
］
・
マ
カ
オ
船
の
船
長
。

（
９
）
松
浦
肥
前
守
隆
信
。
久
信
の
長
子
（
母
大
村
純
忠
女
）
宗
陽
公
・
天

正
一
九
ｌ
寛
永
一
四
。
父
久
信
が
天
折
し
た
の
で
、
慶
長
七
年
祖
父

法
印
公
か
ら
平
戸
藩
六
万
一
一
一
千
余
石
を
襲
封
。

（
、
）
松
浦
源
太
郎
信
清
、
久
信
第
一
一
一
子
次
男
、
叔
父
松
浦
豊
後
守
信
実
の

一
六
○

養
子
と
な
る
、
寛
永
元
没
。
松
浦
半
左
衛
門
（
源
四
郎
）
信
辰
、
主

殿
、
久
信
第
四
子
三
男
、
寛
永
一
一
一
年
徳
川
家
光
に
召
さ
れ
、
御
小

姓
組
に
列
す
、
同
一
五
没
、
四
二
才
。

（
、
）
松
浦
豊
後
守
信
実
、
松
浦
法
印
鎮
信
の
弟
。
元
和
七
年
八
月
一
二
日

没
。
久
信
の
次
男
信
清
を
養
子
と
し
た
。

（
皿
）
志
佐
純
意
の
第
二
子
、
松
浦
法
印
の
父
道
可
の
外
孫
、
佐
川
美
濃
守

純
昌
の
養
子
と
な
る
。
隆
信
の
家
老
と
し
て
藩
財
政
の
確
立
に
努
力

切
支
丹
弾
圧
に
も
辣
腕
を
振
っ
た
。
寛
永
元
没
、
四
五
才
。
（
「
御
家

世
伝
草
稿
、
宗
陽
公
」
に
は
元
和
八
年
三
月
二
一
一
一
日
没
享
年
四
五
才

と
あ
り
。
）

（
Ⅲ
）
松
浦
三
五
郎
信
正
。
松
浦
法
印
鎮
信
の
子
。
母
は
朝
鮮
人
。
後
年
放

蕩
の
た
め
平
戸
の
近
郷
に
蟄
居
さ
せ
ら
れ
た
。

（
ｕ
）
寺
沢
志
摩
守
広
高
又
正
成
。
唐
津
藩
主
。
永
禄
六
ｌ
寛
永
一
○
。
豊

臣
家
に
仕
え
肥
前
国
唐
津
で
六
万
石
を
領
す
。
朝
鮮
の
役
、
関
ヶ
原

役
の
功
に
よ
り
一
二
万
石
に
加
増
さ
れ
る
。
家
康
に
接
近
し
た
。
文

禄
三
年
初
の
長
崎
奉
行
に
就
任
し
た
。

（
巧
）
因
目
・
痙
旨
帯
①
ロ
オ
ラ
ン
ダ
船
。
約
一
一
一
○
○
ト
ン
。
同
年
八
月
九
日

川
内
に
入
港
。
船
長
デ
ィ
リ
ッ
ク
・
デ
・
フ
リ
ー
ス
。
一
日
早
く
来

□
可
凶
、
寿
旦
の
ぐ
風
の
⑪

日
の
ヤ
カ
ト
ラ
号
に
対
し
て
「
大
船
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
翌
年
二
月

二
四
日
離
日
。

（
坊
）
同
年
八
月
八
日
平
戸
着
、
船
長
ピ
ー
テ
ル
・
ヤ
ン
ス
ゾ
ー
ン
、
商
務

句
岸
の
『
］
四
口
の
Ｎ
ｏ
．
口

員
補
レ
オ
ナ
ル
ド
・
カ
ム
プ
ス
。
チ
ャ
ン
パ
（
当
時
の
安
南
国
に
南

旧
の
。
：
ａ
○
回
目
ロ
の

接
す
る
チ
ャ
ム
人
の
国
、
一
六
九
七
年
に
亡
ぶ
）
発
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
・

ジ
ャ
ン
ク
（
サ
ン
・
ア
ン
ト
ニ
オ
号
）
を
捕
獲
し
て
来
た
。
一
日
後

の
、
己
レ
ロ
８
日
。
．
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に
来
日
の
エ
ン
ク
ホ
イ
ゼ
ン
号
に
対
し
て
「
小
船
」
と
も
呼
ぶ
。

（
Ⅳ
）
饗
応
の
前
に
風
呂
に
入
る
の
は
当
時
の
一
般
的
な
習
慣
で
あ
っ
た
。

（
本
光
国
師
日
記
等
）

（
Ⅲ
）
オ
ジ
ア
ン
ダ
ー
号
（
英
船
、
同
年
九
月
四
日
平
戸
入
港
、
翌
年
二
月

○
の
】
四
口
○
円
（
四
．
園
①
ｍ
ｐ
Ｑ
の
門
）

離
日
）
の
船
員
で
プ
リ
マ
ス
の
金
持
の
息
子
と
い
う
。

（
、
）
】
・
ロ
①
の
〉
言
目
臥
８
翌
年
一
一
月
オ
ジ
ア
ン
ダ
ー
号
で
離
日
。

（
別
）
の
昌
の
Ｈ
の
》
屋
日
ロ
呂
英
商
館
員
。
開
館
当
初
よ
り
勤
務
。
当
初
は
朝

鮮
貿
易
の
開
発
を
担
当
。
の
ち
対
馬
・
長
崎
等
平
戸
付
近
で
の
営
業

面
を
担
当
。
ま
た
ア
ダ
ム
ズ
と
同
船
し
て
ト
ン
キ
ン
等
に
行
き
航
海

記
を
残
し
て
い
る
（
○
・
℃
目
目
の
】
］
・
目
唇
の
伊
・
噂
す
・
・
屍
・
開
室
］
盲
日

倭
呂
日
の
．
）

（
Ⅲ
）
長
谷
川
権
六
藤
正
、
左
兵
衛
藤
広
の
甥
、
慶
長
一
九
年
藤
広
が
堺
奉

行
を
拝
命
す
る
に
及
び
、
そ
の
推
挙
で
長
崎
奉
行
に
な
る
。
寛
永
三

年
ま
で
在
職
。

（
肥
）
村
上
氏
は
原
本
索
引
（
四
四
一
頁
）
で
、
松
浦
権
之
助
信
忠
と
さ
れ

た
が
、
同
人
は
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
に
よ
れ
ば
、
当
主
隆
信
の
末

子
で
あ
る
か
ら
年
代
的
に
疑
問
。

（
肥
）
侍
頭
か
、
宇
野
内
蔵
正
と
考
察
す
る
向
も
あ
る
が
、
宇
野
姓
の
家
臣

○
四
つ
【
＆
□
ぬ
の
ロ
の
Ｈ
巴

は
「
宗
陽
公
藩
士
名
簿
御
家
中
侍
帳
」
等
に
見
ら
れ
な
い
の
で
疑
問
。

（
皿
）
愚
目
ｍ
ｍ
ｍ
８
ゴ
ロ
ａ
側
用
人
か
。
松
浦
法
印
の
女
を
妻
と
し
、
同
じ

く
末
子
三
四
郎
を
養
子
に
し
て
い
る
。
当
時
の
重
臣
で
英
・
蘭
商
館

に
も
再
を
出
入
り
し
て
い
る
。
日
記
九
月
二
二
日
に
Ｈ
の
８
口
ぐ
の
Ｈ
勘

定
役
と
し
て
記
載
あ
り
。

（
妬
）
左
兵
衛
か
。
回
三
の
少
目
Ｓ
具
と
も
呼
ば
れ
の
①
。
ご
目
胸
の
ゴ
（
船

「
リ
チ
ャ
ー
ド
。
コ
ッ
ク
ス
日
記
」
試
訳
（
武
田
・
森
）

奉
行
）
。

（
肥
）
の
①
３
の
国
ご
近
習
か
。

（
〃
）
五
島
藩
、
当
主
は
五
島
淡
路
守
盛
利
、
天
正
一
九
ｌ
寛
永
一
九
。
福
江

に
居
住
し
、
肥
前
国
松
浦
郡
下
の
、
主
と
し
て
五
島
列
島
で
一
万
一
一
六

○
○
石
。
五
島
列
島
に
は
平
戸
藩
領
も
あ
り
、
両
藩
の
関
係
は
深
い
。

（
肥
）
日
記
同
年
九
月
一
六
日
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
五
ポ
ン
ド
で
買
っ
た
。
白

ア
メ
ジ
ス
ト
入
り
の
大
き
な
金
指
輪
を
、
テ
ィ
・
チ
ャ
ム
・
シ
ョ
フ

四
目
呉
冨

ノ
と
い
う
宣
官
に
贈
る
か
ら
と
支
那
甲
必
丹
が
受
け
取
っ
て
い
る
。

コ
ッ
ク
ス
は
来
日
以
前
の
一
六
○
三
’
八
年
に
、
東
印
度
会
社
の
社

命
で
在
仏
し
た
。

（
羽
）
松
浦
源
太
郎
信
清
、
久
信
の
第
三
子
で
末
弟
は
誤
ま
り
。
注
一
○
参

昭
宅

（
釦
）
・
ぽ
・
ゴ
ロ
の
①
イ
ン
ド
に
お
け
る
英
国
人
の
兵
営
、
宿
営
地
。
又
ヒ
ン

ズ
ー
語
の
＆
冨
○
己
は
わ
ら
ぶ
き
屋
根
。

（
皿
）
貨
幣
単
位
。
ご
・
８
口
号
冒
Ⅱ
骨
日
日
の
．
ご
日
囚
の
Ⅱ
］
国
の
】
Ⅱ
、
の
面
］
ｌ

］
冒
鴨
・
博
目
四
の
Ⅱ
】
資
・

（
釦
）
ｚ
の
堅
の
。
■
》
二
】
］
］
旨
日
英
商
館
員
、
開
館
時
よ
り
勤
務
。
健
康
を
害

し
、
壱
岐
の
温
泉
に
転
地
療
養
等
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。
平
戸
商
館

で
コ
ッ
ク
ス
の
も
と
で
炊
事
管
理
・
帳
簿
つ
け
等
を
主
務
と
し
、
一

六
二
○
年
平
戸
で
死
亡
。

（
鍋
）
平
戸
の
東
南
の
良
港
。
風
・
汐
待
ち
や
、
船
の
修
理
等
に
好
適
地
と

し
て
使
わ
れ
た
。
英
船
は
こ
こ
に
碇
泊
す
る
こ
と
が
長
期
間
に
わ
た

る
。
近
く
に
丸
山
の
遊
女
町
も
あ
り
、
船
員
の
事
故
の
ほ
と
ん
ど
が

こ
の
付
近
で
お
こ
っ
て
い
る
。

一
一
ハ
ー
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法
政
史
学
第
二
十
一
号

（
斜
）
幻
菖
昌
の
碕
巨
ス
ペ
イ
ン
語
国
で
使
用
の
銀
貨
、
半
レ
ァ
ル
貨
。

約
四
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
。
←
肉
芭
の
Ⅱ
骨
已
の
の
。
Ⅱ
⑰
宵
・

（
弱
）
ス
マ
ト
ラ
西
岸
の
金
産
地
プ
リ
ァ
マ
ン
産
の
金
。

（
弱
）
Ｑ
目
］
届
（
。
冒
薗
・
〔
皆
亘
凹
）
・
言
四
三
口
＆
一
六
一
四
、
五
両
年
の

カ
ピ
タ
ン
・
モ
ー
ル
。
日
記
九
月
二
四
日
コ
ッ
ク
ス
か
ら
こ
の
件
で

直
接
書
翰
を
発
信
し
て
い
る
。
カ
ピ
タ
ン
・
モ
ー
ル
は
マ
カ
オ
か
ら

来
航
す
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
官
許
船
の
司
令
官
。
多
年
の
勲
功
に
対
す
る

恩
賞
と
し
て
国
王
が
任
命
す
る
も
の
で
、
単
に
貿
易
収
入
を
得
る
の

承
で
な
く
、
マ
カ
オ
滞
在
中
は
同
市
の
行
政
・
司
法
の
最
高
権
を
掌

握
、
在
日
中
は
同
様
の
権
利
を
在
留
同
国
人
に
行
使
し
た
。

（
師
）
帆
船
の
種
類
。
三
本
マ
ス
ト
で
前
二
本
が
横
帆
、
後
部
一
本
が
縦
帆

の
も
の
を
い
う
が
、
小
型
の
帆
船
の
意
味
も
あ
り
、
後
者
が
安
当
。

（
記
）
○
・
℃
目
己
昌
】
・
両
巴
嘗
オ
ジ
ァ
ン
ダ
ー
号
の
指
揮
官
。
大
坂
へ
は

九
月
一
一
日
出
発
、
駿
府
で
家
康
に
拝
謁
し
た
。

（
羽
）
同
日
・
ロ
》
君
】
］
］
菌
日
英
商
館
書
記
、
一
六
一
一
一
一
年
開
館
か
ら
二
四
年

の
閉
鎖
ま
で
勤
務
。
動
イ
ッ
カ
ム
と
と
も
に
江
戸
、
大
坂
等
で
商
品

の
販
売
に
従
事
。

（
鮒
）
徳
川
家
康
。
天
文
一
一
年
生
。
慶
長
八
年
二
月
一
二
日
征
夷
大
将
軍

と
な
り
江
戸
幕
府
を
開
き
、
同
一
○
年
四
月
秀
忠
に
譲
位
し
た
が
、

大
御
所
と
し
て
君
臨
、
元
和
元
年
豊
臣
氏
を
滅
ぼ
す
。
同
二
年
四
月

一
七
日
駿
府
に
没
す
。
同
日
や
関
・
門
は
大
御
所
様
と
訳
す
。

（
虹
）
元
和
元
年
八
月
四
日
（
英
九
月
一
六
日
）
家
康
駿
府
に
向
い
京
都
を

出
発
（
駿
府
記
等
〕
。

（
蛆
）
缶
忌
日
の
》
室
］
盲
目
和
名
一
一
一
浦
安
針
思
量
ｌ
忌
巴
英
人
航
海

一一〈一一

士
、
和
蘭
の
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
会
社
の
東
洋
派
遣
艦
隊
の
リ
ー
フ
デ
号

航
海
長
と
し
て
一
六
○
○
年
（
慶
長
五
）
豊
後
佐
志
生
に
漂
着
、
同
乗

の
ヤ
ン
・
ヨ
ー
ス
テ
ン
と
と
も
に
徳
川
家
康
仁
仕
え
て
外
交
顧
問
を

勤
め
た
。
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の

日
本
貿
易
開
始
と
経
営
に
助
力
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
自
身
で
も
朱

印
船
を
経
営
。
一
六
二
○
年
五
月
二
六
日
（
西
暦
）
平
戸
で
病
没
。

（
佃
）
「
慶
元
イ
ギ
リ
ス
書
翰
」
（
岩
生
成
一
訳
、
異
国
叢
書
、
駿
南
社

昭
四
刊
以
下
「
慶
元
」
と
略
称
）
七
一
（
三
八
一
頁
）
で
、
コ
ッ
ク

ス
は
イ
ー
ト
ン
に
調
査
結
果
を
回
答
。

（
“
）
「
慶
元
」
五
○
（
二
八
六
頁
）
大
坂
発
イ
ー
ト
ン
、
コ
ッ
ク
ス
宛
に

「
予
は
今
堺
に
て
ゼ
エ
ャ
と
称
す
る
町
の
ゼ
ザ
イ
・
セ
ー
エ
モ
ン
方

い
の
§
］
の
⑦
の
日
。
ｐ

に
宿
泊
せ
り
」
と
あ
る
が
、
こ
の
者
か
。
大
坂
の
役
以
後
は
平
野
藤

左
衛
門
方
に
宿
泊
。

長
谷
川
権
六
は
元
和
元
年
九
月
九
日
シ
ャ
ム
宛
の
朱
印
状
を
得
て
い

る
（
通
航
一
覧
巻
二
六
五
国
書
刊
行
会
本
第
六
四
九
八
頁
）
。

（
妬
）
イ
ン
ド
人
・
ア
ラ
ブ
人
と
の
貿
易
用
語
、
二
○
の
意
味
。

（
蛆
）
イ
ン
ド
産
キ
ャ
ラ
コ
の
一
種
。
「
ロ
ン
ド
ン
の
日
本
古
文
書
」
第
二

（
村
上
直
次
郎
編
史
学
雑
誌
一
四
編
九
・
一
一
号
付
録
明
三
六

年
九
・
一
一
月
以
下
「
ロ
ン
ド
ン
」
と
略
称
）
で
は
「
か
な
き
ん
」

と
記
述
（
か
な
き
ん
は
○
目
呂
富
の
ロ
の
で
○
四
日
富
］
製
の
廉
価

な
綿
布
を
い
う
）
日
記
一
○
月
一
九
日
参
照
。

（
幻
）
西
目
胸
の
Ｏ
冨
目
富
里
巴
目
用
人
か
。

（
蛆
）
イ
ン
ド
産
絹
織
物
の
一
種
。
丈
夫
な
し
ま
模
様
の
も
の
。
金
糸
・
銀

糸
を
織
り
こ
む
場
合
や
、
木
綿
と
の
交
織
の
場
合
も
あ
る
。
「
ロ
ン
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ド
ン
」
第
二
に
は
「
し
ま
も
め
ん
」
と
記
述
ざ
る
。
日
記
一
○
月
一

九
日
参
照
。

（
⑲
）
ス
ラ
ッ
ト
（
イ
ン
ド
西
部
）
産
の
も
う
せ
ん
又
は
テ
ー
ブ
ル
掛
け

か
。
「
ロ
ン
ド
ン
」
第
二
に
「
さ
ら
さ
」
と
あ
る
。
日
記
一
○
月
一

九
日
参
照
。

（
印
）
８
宮
・
唄
肖
の
日
】
】
侍
頭
か
。

（
団
）
官
三
豊
・
旬
の
Ⅱ
ｂ
８
『
丘
の
門
賄
方
か
。

（
皿
）
ず
日
の
］
粗
織
の
毛
織
物
の
一
種
。

（
閉
）
中
小
性
格
、
三
○
又
一
一
五
石
（
天
祥
院
様
御
代
分
限
帳
、
以
下
「
天

祥
院
」
と
略
称
）

（
則
）
「
慶
元
」
七
一
（
三
八
一
頁
）
参
照
、
イ
ー
ト
ン
宛
の
書
翰
。

（
開
）
言
】
、
歸
冨
日
電
観
、
冨
己
英
商
館
員
、
商
館
開
設
以
来
勤
務
。
一
六
一

三
年
七
月
江
戸
に
上
っ
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
以
後
江
戸
・
駿
府
・

近
畿
を
往
来
し
て
、
各
地
で
商
品
の
販
売
に
従
来
す
る
。
一
六
一
八

年
一
一
一
月
（
元
和
四
年
二
月
）
に
日
本
退
去
、
ジ
ャ
カ
タ
ラ
で
死
去
。

（
冊
）
長
崎
居
住
の
ス
ペ
イ
ン
人
商
人
。

（
町
）
の
：
罠
。
＆
庁
・
冨
座
の
堂
。
円
く
目
リ
ー
フ
デ
号
の
商
務
員
。
そ
の
ま
ま

日
本
に
滞
在
し
て
貿
易
に
従
事
。
特
に
母
国
オ
ラ
ン
ダ
の
た
め
に
幕

府
と
の
折
衝
に
も
あ
た
る
。
長
崎
に
居
住
、
日
本
人
を
妻
と
す
る
。

一
六
三
九
年
お
春
ら
と
と
も
に
日
本
を
追
放
さ
れ
た
。

（
閉
）
大
泥
・
パ
タ
ン
。
マ
ラ
イ
半
島
東
岸
中
部
に
あ
っ
た
女
王
国
。
イ
ギ

リ
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
の
商
館
あ
り
。

（
弱
）
中
国
・
シ
ャ
ム
の
重
量
単
位
、
斤
（
坦
）
に
あ
た
る
。
一
六
○
匁
。

墓
へ
国
】
ず
．
Ｈ
ｓ
８
蔓
の
の
Ⅱ
桿
目
○
巳

「
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ
ク
ス
日
記
」
試
訳
（
武
田
・
森
）

（
帥
）
一
六
一
四
年
に
平
戸
で
購
入
し
た
約
二
○
○
ト
ン
の
ジ
ャ
ン
ク
。
ア

ダ
ム
ズ
を
船
長
と
し
て
シ
ャ
ム
貿
易
を
企
画
し
、
同
年
二
一
月
一
七

日
川
内
出
港
、
荒
天
で
二
七
日
那
願
に
入
港
、
船
体
破
損
の
た
め
以

後
の
航
海
を
断
念
、
翌
年
六
月
一
○
日
平
戸
へ
帰
港
。
そ
の
折
は
じ

め
て
持
参
し
た
甘
藷
を
栽
培
し
た
。
（
日
記
同
年
六
月
一
九
日
に
農
園

を
借
り
た
記
事
あ
り
、
千
里
ケ
浜
付
近
の
鳶
の
巣
畑
を
そ
の
跡
と
伝

承
す
る
）
ア
ダ
ム
ズ
自
身
の
航
海
記
が
あ
る
（
刃
】
日
の
］
】
》
目
匡
の
皀
晒
‐

因
・
・
丙
・
【
雪
芭
盲
目
し
合
日
の
）
。

（
皿
）
ェ
目
斤
．
］
＆
ロ
オ
ジ
ァ
ン
ダ
ー
号
の
船
長
。

（
他
）
○
ｍ
【
の
円
菖
ｎ
斤
）
］
＆
回
英
商
館
員
。
一
六
一
五
年
オ
ジ
ァ
ン
ダ
ー
号

で
来
日
。
一
六
一
四
年
長
崎
の
シ
ナ
人
商
人
六
官
の
朱
印
船
で
交
趾

に
向
う
途
中
、
広
南
で
殺
害
さ
れ
た
ピ
ー
コ
ッ
ク
と
カ
ワ
ー
デ
ン
の

補
充
と
し
て
勤
務
。

（
田
）
村
山
等
安
。
長
崎
代
官
、
切
支
丹
。
尾
張
名
古
屋
に
生
る
。
流
浪
の

末
に
長
崎
に
身
を
寄
せ
、
し
だ
い
に
才
覚
を
あ
ら
わ
し
、
町
の
代
表

と
し
て
秀
吉
に
取
り
入
り
代
官
と
な
り
、
長
崎
経
営
に
当
る
ほ
か
、

家
康
の
命
に
よ
り
元
和
二
年
台
湾
征
伐
を
試
承
、
失
敗
。
晩
年
末
次

平
蔵
か
ら
犬
坂
の
陣
仁
子
が
豊
臣
側
に
参
加
し
た
の
を
訴
え
ら
れ
、

一
族
探
せ
ら
れ
た
。
元
和
五
年
、
五
一
才
と
い
う
。

（
“
）
注
一
○
参
照
、
藩
主
の
長
兄
は
誤
ま
り
。

（
閲
）
元
和
元
年
一
二
月
に
舟
大
工
頭
山
崎
弥
右
術
が
、
藩
主
隆
信
か
ら

「
お
ら
ん
だ
い
き
り
す
船
唐
船
井
家
中
之
舟
作
事
者
、
為
船
大
工
中

可
相
調
侯
、
家
作
事
ニ
ハ
一
切
か
ま
い
申
間
敷
者
也
」
の
判
物
を
得

た
ご
と
く
、
仕
事
は
分
化
し
て
い
た
。
（
御
家
世
伝
草
稿
宗
陽
公
、

一〈

Hosei University Repository



法
政
史
学
第
二
十
一
号

小
葉
田
淳
「
松
浦
家
文
庫
の
海
外
交
通
史
料
」
史
林
一
三
一
号

昭
二
五
六
九
○
頁
）

（
船
）
軽
船
、
擢
で
漕
ぐ
も
の
。

（
町
）
約
三
マ
イ
ル
、
一
里
八
町
で
あ
る
が
、
日
本
の
里
の
代
り
に
使
用
が

普
通
で
、
本
来
の
単
位
に
使
用
す
る
と
き
は
こ
と
わ
っ
て
い
る
。

（
館
）
長
谷
川
左
兵
衛
藤
広
、
永
禄
一
○
生
、
長
崎
奉
行
、
重
吉
の
弟
慶

長
八
年
に
家
康
仁
仕
う
。
妹
夏
が
家
康
の
侍
妾
。
同
二
年
長
崎
奉

行
と
な
る
。
切
支
丹
弾
圧
に
尽
力
。
同
一
四
年
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
マ
ー

ド
レ
・
デ
・
デ
ウ
ス
号
を
有
馬
晴
信
・
村
山
等
安
と
と
も
に
長
崎
港

内
で
沈
め
る
。
同
一
九
年
堺
奉
行
、
元
和
元
年
小
豆
島
の
代
官
も
兼

務
、
同
三
年
一
○
月
二
六
日
没
。

（
的
）
光
次
、
江
戸
金
座
の
創
祖
、
文
禄
二
年
京
都
大
判
座
後
藤
徳
乗
の
番

頭
か
ら
猶
子
と
な
り
、
江
戸
に
下
っ
て
金
吹
座
を
開
く
。
家
康
に
重

用
さ
れ
、
金
銀
改
役
と
な
り
、
外
交
面
で
も
活
躍
。
寛
永
二
年
七
月

二
四
日
没
。

（
刊
）
長
谷
川
忠
兵
衛
藤
継
、
重
吉
・
佐
兵
衛
の
弟
、
兄
と
と
も
に
家
康
仁

仕
え
る
。
慶
長
一
四
年
の
長
崎
で
の
蛮
船
焼
打
に
も
功
あ
り
、
摂
津

国
の
代
官
と
な
り
、
多
田
銀
山
の
奉
行
も
す
る
。
大
坂
の
役
後
は
病

を
得
て
官
を
辞
し
、
京
都
に
居
宅
地
を
賜
わ
り
住
す
。
寛
文
五
年
三

月
二
七
日
没
。

（
Ⅶ
）
「
慶
元
」
七
九
（
四
一
○
頁
）
江
戸
の
ウ
イ
ヅ
カ
ム
宛
。

（
犯
）
ス
ペ
イ
ン
と
同
語
圏
で
使
用
さ
れ
た
貨
幣
単
位
。
旨
の
の
。
Ⅱ
吟
円
巨
の

Ⅱ
八
匁
。

（
門
）
華
字
、
支
那
人
甲
必
丹
李
旦
の
弟
。
朱
印
船
貿
易
家
。
一
六
二
○
年

・
一
六
四

平
戸
で
没
す
。

（
孤
）
ニ
グ
ロ
の
奴
隷
を
い
う
。
日
記
同
年
一
一
月
一
三
日
に
も
再
出
す
る
。

（
市
）
ご
日
日
ｂ
四
日
イ
ン
ド
産
の
木
綿
布
の
一
種
。

（
布
）
又
の
①
旨
イ
ン
ド
産
の
絹
・
麻
・
モ
ス
リ
ン
製
の
ス
カ
ー
フ
、
マ
ン

ト
、
あ
る
い
は
絹
タ
ー
バ
ン
。

（
両
）
ジ
ャ
ワ
島
北
西
端
、
当
時
バ
ン
タ
ム
王
国
の
首
府
。
一
五
九
六
年
オ

ラ
ン
ダ
人
が
上
陸
、
商
館
を
開
設
。
後
イ
ギ
リ
ス
も
こ
こ
に
東
印
度

会
社
支
社
を
お
き
、
東
方
各
地
の
商
館
を
統
轄
、
平
戸
商
館
も
そ
の

管
理
化
に
あ
っ
た
。

（
ね
）
西
イ
ン
ド
（
カ
ン
ベ
イ
地
方
）
産
の
織
物
。

（
門
）
の
己
の
貝
》
】
囚
、
旨
の
の
オ
ラ
ン
ダ
人
。
同
国
平
戸
商
館
の
初
代
館
長
（
一

六
○
九
’
一
三
）
ブ
ル
ウ
ェ
ル
と
交
代
し
た
が
再
び
来
朝
し
て
、
一

四
’
二
一
年
ま
で
館
長
を
再
動
し
た
。
バ
タ
ピ
ァ
・
本
国
で
東
印
度

会
社
の
要
職
に
つ
ぎ
、
二
九
年
再
び
パ
タ
ピ
ァ
に
来
航
。
総
督
ク
ー

ン
の
死
後
そ
の
職
に
つ
き
、
三
二
年
迄
在
任
。
退
官
帰
国
。
四
五
年

頃
没
。

（
別
）
元
和
元
年
八
月
四
日
（
英
暦
九
月
一
六
日
、
新
暦
九
月
二
六
日
）
家

康
駿
府
に
向
け
京
都
出
発
（
駿
府
記
等
〕
。

（
別
）
「
慶
元
」
七
○
（
三
七
七
頁
）
ウ
ィ
ッ
ヵ
ム
発
。

（
皿
）
同
日
記
同
年
八
月
一
三
日
、
大
坂
の
我
友
の
宿
主
因
囚
の
。
日
日
回

し
目
目
・
旨
殿
か
ら
手
紙
を
受
領
。
「
慶
元
」
一
一
○
（
五
九
二
頁
）

ニ
ハ
ニ
ハ
年
六
月
一
○
日
付
京
都
発
ウ
ィ
ッ
カ
ム
か
ら
平
戸
コ
ッ
ク

ス
宛
に
、
手
紙
の
宛
先
を
「
平
野
町
に
住
せ
る
、
大
坂
に
於
け
る
予

国
［
目
ロ
○
日
四
９

の
定
宿
の
主
人
エ
チ
エ
ロ
ー
殿
と
す
る
」
。
日
記
一
八
年
一
一
二
月

円
の
ロ
ゴ
の
『
。
□
○
口
。
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二
○
日
「
一
郎
別
名
九
右
衛
門
殿
」
と
あ
る
。
「
ロ
ン
ド
ン
」
第
六

・
八
に
「
あ
ま
の
や
九
郎
兵
術
」
と
あ
り
、
ア
ダ
ム
ズ
の
定
宿
と
あ

る
。

（
閉
）
注
三
一
一
一
参
照
。

（
堅
）
菓
子
の
種
類
。
果
実
を
使
用
し
た
パ
イ
。

（
妬
）
発
信
者
イ
ー
ト
ン
は
「
慶
元
」
七
六
（
四
○
三
頁
）
駿
府
発
ウ
ィ
ッ

カ
ム
か
ら
、
京
都
滞
在
中
の
イ
ー
ト
ン
宛
の
書
翰
で
、
当
時
京
都
に

い
た
こ
と
が
判
明
。
京
都
の
宿
主
は
孫
右
衛
門
ロ
ロ
ン
ド
ン
」
第

八
に
よ
る
）
。

（
恥
）
○
豈
巨
量
目
は
北
イ
ン
ド
産
の
マ
ン
ト
あ
る
い
は
シ
ョ
ー
ル
用
と
し
て

織
ら
れ
た
四
角
い
布
。
○
冨
貝
閂
は
別
語
で
、
ベ
ン
ガ
ル
産
の
木
綿

の
反
物
の
一
種
で
、
リ
ン
ス
ホ
ー
テ
ン
○
五
九
八
）
、
バ
ル
ポ
サ

（
一
五
六
六
）
に
見
ら
れ
る
。
コ
ッ
ク
ス
は
両
方
を
混
用
し
た
が
、

意
味
は
後
者
と
思
わ
れ
る
の
で
、
「
頭
布
」
（
「
セ
ー
リ
ス
ご
と
訳
す

る
の
を
さ
け
る
。

（
Ｗ
）
木
寺
三
右
衛
門
。
「
ロ
ン
ド
ン
」
第
二
が
こ
の
件
の
受
取
状
で
、
そ

の
署
名
に
よ
る
。
同
文
書
参
照
。
「
慶
元
」
七
九
（
四
一
一
頁
）

同
書
翰
図
版
を
参
照
。

（
胡
）
平
戸
助
大
夫
か
。
平
戸
の
商
人
で
慶
長
九
年
八
月
二
六
日
順
化
（
安

南
国
の
首
府
）
行
の
朱
印
状
を
下
布
さ
れ
て
い
る
。
（
「
異
国
御
朱

印
帳
」
異
国
叢
書
巻
一
一
附
録
昭
四
駿
南
社
）
。

（
的
）
マ
レ
ー
の
度
量
旧
貝
§
ぬ
主
に
穀
類
（
特
に
米
等
）
の
量
計
に
使

用
。
一
一
升
四
合
に
相
当
。
地
方
差
が
あ
り
、
金
の
目
方
に
も
用
い
米

一
彊
貝
目
胸
は
約
六
斤
に
相
当
。
本
日
記
で
は
大
升
一
杯
程
度

「
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ
ク
ス
日
記
」
試
訳
（
武
田
・
森
）

か
。

（
卯
）
松
平
上
総
介
忠
輝
。
文
禄
元
生
、
家
康
の
六
男
。
慶
長
一
一
一
年
三
河
長

沢
の
松
平
家
を
嗣
ぎ
、
以
後
加
増
さ
れ
、
越
後
福
島
で
七
五
万
石
を

領
し
た
が
、
元
和
二
年
改
易
さ
れ
伊
勢
朝
熊
に
追
放
さ
れ
た
。
天
和

三
年
七
月
信
州
諏
訪
で
没
す
。
九
二
才
。
妻
は
伊
達
政
宗
の
女
。

（
肌
）
跨
日
且
呂
胃
（
Ⅱ
缶
宮
日
の
呂
冨
Ｑ
）
イ
ン
ド
西
部
の
都
市
。

（
皿
）
豊
臣
秀
頼
、
元
和
元
年
五
月
八
日
家
康
に
敗
れ
て
大
坂
城
で
自
殺
。

当
時
薩
摩
亡
命
の
噂
さ
が
も
っ
ぱ
ら
で
あ
っ
た
よ
う
す
が
、
こ
こ
に

も
う
か
が
え
る
。

（
呪
）
元
和
元
年
九
月
、
家
康
は
実
子
松
平
忠
輝
の
騎
惰
を
憤
り
、
勘
当
し

た
（
駿
府
記
等
）
。
忠
輝
の
妻
が
伊
達
政
宗
の
女
で
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
こ
の
噂
を
生
じ
た
も
の
か
。

（
肌
）
虚
報
。
元
和
元
年
九
月
下
旬
か
ら
一
二
月
中
旬
ま
で
家
康
・
秀
忠
と

も
に
江
戸
中
心
に
活
動
。
大
坂
城
は
同
年
六
月
松
平
忠
明
を
伊
勢
亀

山
か
ら
移
し
て
い
る
。

（
妬
）
五
島
列
島
中
に
は
平
戸
藩
領
の
島
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一
島
の
差

「
配
を
す
る
者
と
解
す
る
。
「
ロ
ン
ド
ン
」
第
一
○
は
、
元
和
四
年
一

二
月
付
、
五
島
の
奉
行
の
も
の
で
あ
り
、
「
近
紹
嘉
」
の
署
名
が
あ

る
。
「
宗
陽
公
藩
士
名
簿
御
家
中
待
帳
」
「
天
祥
院
」
に
近
藤
姓
が

多
く
、
恐
ら
く
「
近
藤
」
で
あ
ろ
う
。
「
天
祥
院
」
の
在
灸
御
代
官

の
項
に
は
、
平
戸
中
野
と
田
平
に
近
藤
姓
の
者
が
在
勤
し
て
い
る
。

（
船
）
湯
本
温
泉
か
。

（
Ｗ
）
小
船
の
｝
」
と
、
マ
ラ
イ
語
。

（
肥
）
家
康
、
元
和
二
年
長
崎
代
官
村
山
等
安
に
命
じ
て
台
湾
征
伐
を
実

一
六
五
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法
政
史
学
第
二
十
一
号

施
。
そ
の
準
備
。
等
安
は
元
和
元
年
九
月
九
日
高
砂
国
宛
の
朱
印
状

を
受
領
し
た
（
通
航
一
覧
巻
一
一
一
一
、
国
書
刊
行
会
本
第
五
三

八
四
頁
）
。

（
的
）
和
暦
九
月
一
四
日
か
ら
二
○
日
ま
で
の
、
平
戸
の
八
幡
社
の
恒
例
の

神
事
。
神
輿
の
御
旅
所
へ
の
御
幸
等
の
あ
と
、
二
○
日
に
神
輿
還
御

の
後
に
流
鏑
馬
が
行
な
わ
れ
る
。
現
在
も
一
○
月
の
亀
岡
神
社
祭
に

継
承
さ
れ
て
い
る
。
セ
ー
リ
ス
の
「
日
本
渡
航
記
」
一
○
月
二
三
日
（
二

一
一
頁
）
に
も
記
事
あ
り
。
（
村
川
堅
固
訳
十
一
組
出
版
部
昭
一

九
刊
以
下
「
セ
ー
リ
ス
」
と
略
称
）

（
川
）
慶
元
八
九
（
四
六
○
頁
）
一
五
年
一
二
月
六
日
平
戸
コ
ッ
ク
ス
発
、

ガ
ー
ネ
イ
宛
の
書
翰
に
発
送
の
記
載
あ
り
。
ガ
ー
ネ
イ
は
宮
目
ｇ

Ｃ
ｇ
ｐ
）
と
も
記
す
、
シ
ャ
ム
の
英
商
館
長
。

（
皿
）
元
和
元
年
閏
六
月
二
一
日
メ
キ
シ
コ
か
ら
伊
達
政
宗
の
船
で
同
甸
・

豆
の
胸
。
且
の
の
自
国
○
四
国
】
旨
四
等
の
ス
ペ
イ
ン
使
節
が
来
日
。
一
一
ヵ

月
後
家
康
・
秀
忠
に
謁
見
、
国
書
を
提
出
。
し
か
し
国
書
の
内
容
が

家
康
の
意
を
得
ず
、
秀
忠
は
贈
り
物
も
受
け
ず
、
一
行
は
冷
遇
さ
れ
、

翌
年
再
び
政
宗
の
船
で
離
日
し
た
（
大
日
本
史
料
一
ニ
ノ
一
二
、
四

三
七
頁
以
下
。
「
慶
元
」
七
五
三
九
八
頁
、
同
八
七
、
四
四
八
頁

同
九
○
、
四
七
○
頁
等
）
。

（
皿
）
慶
長
一
九
年
正
月
の
切
支
丹
大
追
放
を
指
す
か
。

（
伽
）
「
慶
元
」
八
九
（
四
六
○
頁
）
一
五
年
一
一
一
月
六
日
平
戸
コ
ッ
ク
ス

発
、
ガ
ー
ネ
イ
宛
の
書
翰
に
発
送
の
記
載
あ
り
。

（
皿
）
島
津
家
久
、
天
正
四
ｌ
寛
永
一
五
。
義
弘
第
三
子
。
文
禄
・
慶
長
の

役
に
武
功
あ
り
。
関
ヶ
原
役
後
に
襲
封
。
海
外
貿
易
も
積
極
的
で
慶

一
一
ハ
ー
ハ

長
一
四
年
琉
球
を
征
服
し
た
。

船
を
集
め
た
の
は
、
元
和
元
年
九
月
琉
球
国
王
尚
寧
か
ら
家
久

に
、
明
国
の
一
○
年
一
貫
の
例
を
あ
げ
、
互
市
を
許
さ
な
い
こ
と
を

報
じ
た
の
に
対
す
る
処
置
（
後
編
薩
藩
旧
記
雑
録
）
か
、
同
年
一
二

月
江
戸
に
参
府
し
た
の
を
、
ま
た
は
翌
二
年
一
一
一
月
家
康
太
政
大
臣
宣

下
式
に
参
列
の
た
め
駿
府
に
向
っ
た
の
を
指
す
か
（
本
光
国
師
日
記

等
）
。

（
伽
）
元
英
商
館
通
訳
「
セ
ー
リ
ス
」
一
○
八
頁
「
此
の
通
弁
は
日
本
で
生

れ
た
も
の
で
パ
ン
タ
ム
か
ら
子
等
の
船
に
載
せ
て
、
こ
こ
へ
つ
れ

て
来
た
も
の
で
あ
る
。
マ
ラ
イ
語
が
上
手
で
」
以
下
略
。

（
Ｍ
）
コ
ッ
ク
ス
の
日
本
人
妻
か
。

（
Ⅲ
）
腰
布
、
イ
ン
ド
産
木
綿
布
。
厚
手
の
も
の
。

（
伽
）
の
息
己
宮
口
８
燧
石
銃
。
寛
永
二
○
年
オ
ラ
ン
ダ
船
プ
レ
ス
ヶ
ン
ス

号
が
南
部
領
に
来
航
し
て
問
題
を
お
こ
し
た
と
ぎ
、
こ
の
形
式
の
銃

を
試
射
し
た
記
録
が
あ
る
が
、
そ
の
と
き
井
上
筑
後
守
は
同
形
式
の

短
銃
を
す
で
に
所
持
し
て
い
た
と
い
う
弓
モ
ン
タ
ヌ
ス
日
本
誌
」
）
。

（
伽
）
広
島
県
福
山
市
、
福
島
正
則
四
九
万
石
の
領
下
、
上
古
か
ら
瀬
戸
内

海
交
通
の
要
地
。
正
則
は
同
五
年
六
月
改
易
、
以
後
水
野
勝
成
が
大

和
郡
山
か
ら
転
封
。

（
川
）
日
記
同
年
九
月
一
二
日
に
貸
与
の
記
事
あ
り
。

（
Ⅲ
）
宗
義
智
が
元
和
元
年
没
し
、
子
の
義
成
が
一
一
一
才
で
跡
を
継
い
だ
。

一
○
万
石
の
格
式
を
朝
鮮
と
の
国
文
に
従
事
す
る
功
に
よ
り
許
さ
れ

て
い
た
。

（
皿
）
「
慶
元
一
八
九
（
四
六
○
頁
）
同
九
○
（
四
七
○
頁
）
同
九
一
（
四
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●

七
八
頁
）
の
各
通
。

（
川
）
一
六
○
七
年
東
印
度
会
社
に
入
社
。
パ
ン
タ
ム
を
中
心
に
東
印
度
諸

島
間
で
活
動
。
一
一
一
一
年
二
月
バ
ン
タ
ム
の
英
商
館
長
に
選
出
さ

れ
、
一
六
年
幕
ク
ロ
ー
プ
号
で
帰
国
。
一
八
年
再
渡
来
。
一
九
年
七

月
一
七
日
オ
ラ
ン
ダ
人
と
交
戦
中
殺
害
さ
れ
た
。
（
因
Ｑ
・
三
・
句
。
ｌ

⑩
【
の
門
。
円
げ
の
】
○
口
村
目
四
］
○
ｍ
］
○
口
Ｈ
・
巴
目
忌
冨
ｌ
忌
弓
・
）

（
Ⅲ
）
両
語
と
＄
）
積
荷
。
］
且
ご
胸
は
商
館
の
公
用
貨
物
（
本
方
荷
物
）
、

○
日
い
の
Ｎ
Ｃ
目
（
８
凋
臼
の
。
ｐ
）
は
商
館
員
の
個
人
分
貨
物
（
脇
荷
物
）

を
指
す
Ｊ
も
の
か
。

（
畑
）
「
座
元
」
九
三
（
四
九
二
頁
）
に
関
係
記
事
あ
り
。

（
川
）
］
。
。
、
（
の
ロ
ぐ
目
円
・
ａ
の
ロ
の
三
目
》
］
：
オ
ラ
ン
ダ
人
高
級
船
員
。
ア

ダ
ム
ズ
等
と
ニ
ハ
○
○
年
リ
ー
フ
デ
号
で
来
日
や
家
康
に
用
い
ら
れ

江
戸
に
住
宅
を
与
え
ら
れ
た
。
朱
印
船
貿
易
に
従
事
し
、
オ
ラ
ン
ダ

商
館
の
助
力
＄
）
し
て
い
る
。
二
一
一
一
年
バ
タ
ピ
ァ
か
ら
日
本
に
向
う
途

中
南
支
那
海
パ
ラ
セ
ル
群
島
で
難
船
死
亡
。

（
〃
）
長
崎
在
留
の
商
人
、
御
朱
印
船
貿
易
家
。

（
Ⅲ
）
「
慶
元
」
九
二
（
四
八
七
頁
）
一
一
一
月
一
○
日
、
平
戸
発
コ
ッ
ク
ス

よ
り
大
坂
の
ウ
ィ
ッ
カ
ム
、
慶
元
九
四
、
一
一
一
月
一
一
六
日
京
都
発
イ

ー
ト
ン
か
ら
大
坂
の
ウ
ィ
ッ
カ
ム
、
「
慶
元
」
九
五
、
一
六
年
一
月
二

日
堺
発
イ
ー
ト
ン
か
ら
大
坂
の
ウ
ィ
ッ
ヵ
ム
宛
に
関
係
記
事
。

（
川
）
日
記
同
年
二
月
六
日
買
い
付
け
の
記
事
あ
り
。

（
伽
）
ヤ
カ
ト
ラ
号
の
捕
獲
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
サ
ン
・
ア
ン
ト
ニ
オ
号
。

日
記
以
下
の
関
係
記
事
と
二
七
世
紀
日
間
交
渉
史
」
（
オ
ス
カ
ー

・
ナ
ホ
ッ
ド
箸
富
永
牧
太
訳
天
理
図
書
館
、
昭
一
一
一
一
刊
）
附
録

「
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ
ク
ス
日
記
」
試
訳
（
武
田
・
森
）

一
五
の
ス
ペ
ッ
ク
ス
発
家
康
宛
書
翰
（
三
一
一
一
一
頁
）
の
記
事
に
よ
る
。

（
皿
）
日
記
同
年
一
○
月
二
六
日
、
平
戸
の
コ
ッ
ク
ス
か
ら
イ
ー
ト
ン
宛
の

書
翰
を
発
し
計
算
書
の
送
付
を
依
頼
。

（
皿
）
「
慶
元
」
九
三
（
四
九
二
頁
）
に
ガ
ー
ネ
ィ
宛
の
承
所
載
。

（
伽
）
「
慶
元
」
九
一
一
一
（
四
九
六
頁
）
船
の
修
理
中
に
折
っ
た
と
の
記
事
あ

（
皿
）
「
慶
元
」
九
五
（
五
○
一
一
一
頁
）
に
堺
で
イ
ー
ト
ン
が
受
領
し
た
記
事

（
脇
）
注
一
○
一
の
乗
員
か
。

（
剛
）
一
六
世
紀
に
使
用
さ
れ
た
一
一
一
○
斤
か
一
一
一
六
斤
砲
。

（
〃
）
松
浦
源
一
一
一
郎
鎮
信
。
天
文
一
八
年
生
、
天
正
一
七
年
剃
髪
し
て
法
印

に
紋
し
、
式
部
卿
と
称
す
。
文
禄
・
慶
長
の
役
、
関
ヶ
原
の
役
（
東

軍
）
に
従
軍
。
先
祖
よ
り
の
所
館
と
壱
岐
の
六
万
一
一
三
○
○
石
を
領

す
。
嗣
子
久
信
慶
長
七
年
三
二
才
で
天
折
し
、
孫
隆
信
が
嗣
ぐ
。
慶

長
一
九
年
五
月
二
六
日
平
戸
で
没
す
。
六
六
才
。
海
外
貿
易
に
熱
心

で
英
商
館
の
誘
致
に
成
功
し
た
。

（
皿
）
日
記
ニ
ハ
年
二
月
二
八
日
に
支
那
甲
必
丹
宅
の
新
築
披
露
の
記
事
あ

り
。

あ
り
。

り
｡
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